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第１章 消 防 の 概 要 

 

 

第１表 福井県常備消防体制(令和６年４月１日現在) 

 

 嶺北消防組合 

設置年月日 S44.7.24 

消 防 吏 員 203人 

消防ポンプ

自 動 車 
 16台 

救 急 車   8台 

  
 

敦賀美方消防組合 

設置年月日 S45.11.1 

消 防 吏 員 152人 

消防ポンプ

自 動 車 
 11台 

救 急 車   6台 

  
 

南越消防組合  

設置年月日 S45.9.1 

消 防 吏 員 145人 

消防ポンプ

自 動 車 
 13台 

救 急 車   8台 

  
 

大野市  

設置年月日 H17.11.7 

消 防 吏 員 55人 

消防ポンプ

自 動 車 
 6台 

救 急 車  4台 

 

若狭消防組合 

設置年月日 S45.10.1 

消 防 吏 員 126人 

消防ポンプ

自 動 車 
 12台 

救 急 車   7台 

  
 

鯖江・丹生消防組合  

設置年月日 S44.11.1  

消 防 吏 員 128人  

消防ポンプ

自 動 車 
  8台 

 

救 急 車   7台 

  
 

※台数については、消防団分を含まない 

勝山市 

設置年月日 S36.8.1 

消 防 吏 員 36人 

消防ポンプ

自 動 車 
 4台 

救 急 車  3台 

  
 

福井市  

設置年月日 H18.2.1  

消 防 吏 員 365人  

消防ポンプ

自 動 車 
 28台 

 

救 急 車  11台 

  
 

永平寺町  

設置年月日 H18.2.13  

消 防 吏 員 40人  

消防ポンプ

自 動 車 
 3台 

 

救 急 車  3台 
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第２表　消防の概況表

4,190.54 k㎡

766,863 人

740,232 人

296,585 世帯

232,132 人

31.6 ％

397,298 人

53,436 人

　 丹　　南　　地　　区 181,456 人

134,673 人

174 件

98 件

4 件

17,335 ㎡

14  ａ

1,266,774 千円

 う　ち 1,199,973 千円

15 人

31 人

2.33 件

34,379 件

22,204 件

2,035 件

5,710 件

31,911 人

3

1

5

19

26

1,250 人

26 人

1,276 人

18

236

5,826 人

－

5,826 人

　死　者 （自殺者数内数）

　救　急　出　場　件　数

　消防団員

　単　独　設　置　町

　非常勤団員数

　常勤団員数

　合　　　　　　計

　消防一部事務組合

令

和

５

年

火

災

状

況

　損　　　　害　　　　額

　林　野　焼　損　面　積

　建物火災件数

　林野火災件数
う　ち

　建　物　焼　損　面　積 （床）

　建物火災

　消　防　吏　員

　その他の職員

面積　（国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」令和6年4月1日現在）

令和2年国勢調査（確定値） 人口

推計世帯数（令和6年4月1日現在）

６５歳以上高齢者数（福井県の推計人口　令和5年10月1日現在）

推計人口（令和6年4月1日現在）

高齢化率　（                    　　 　　　　　〃　　                                   　　　　　　　）

　火　　　災　　　件 　　数

　消　　　防　　　署　　　数

　出　　　張　　　所　　　数

　単　独　設　置　市

　負　　　　傷　　　　者

　出火率（人口１万人に対する出火件数）　※人口：令和5年３月３１日現在

　交通事故う　ち

　急　　　病
活

動

状

況

令

和

５

年

救

急

　合　　　　　　計

　消 防 団 数

　分団数

　一般負傷

消

防

団

消

防

本

部

・

署

所
　消 防 職 員

　消 防 本 部

　搬　　　送　　　人　　　員

地
域
別
人
口

　 福　　井　　坂　　井　　地　 　区　(令和2年国勢調査　確定値）

　 奥　　越　　地　　区

　 嶺　　南　　地　　区
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52 台 125 台

22 台 4 －

9 台 －

3 台 －

1 台 －

2 台 －

14 台 －

20 台 －

4 台 203 台

23 台 62 台

26 台 －

28 台 －

1 台 －

57 台 －

14 台 －

28 台 －

18,978 個

98 個

117 基

112 基

4,975 基

464 基

79 個

　　　　　　　　　　－

535 個

66 局

1,129 局

24 局

47,760 局

5 局

454 局

28 局

68 局

18 局

221 局

2 基

133 回線

224 回線

消

防

車

両

等

消　防　団

通

信

施

設

等

テレビ監視装置

同報
無線

同報親局

移動
無線

県

火災報知専用電話

消防用無線
基地局および固定局

消

防

水

利

消火栓
公　　　　　　　設

防火水槽

井戸

そ　　　　　の　　　　　　他

公　　　　　　　設

６０㎥以上　１００㎥未満

区　　　　　　　　　　　　分 消防本部・署所

広報車

化学消防自動車

屈折はしご付消防ポンプ自動車

大型高所放水車

水槽付消防ポンプ自動車

普通消防ポンプ自動車

はしご付消防ポンプ自動車

泡原液搬送車

移動局等

移動局

資機材搬送車

私　　　　　　　設

私　　　　　　　設

２０㎥以上　　４０㎥未満

４０㎥以上　　６０㎥未満

１００㎥以上

救急自動車

救助工作車

消防電話

同報受信設備

基地局

移動局
防災行政無線

市町

基地局等

地上系

衛星系

　移動系

　固定系

その他の車両

屈折放水塔車

指揮車

小型動力ポンプ付積載車

小型動力ポンプ（車両に積載していないもの）
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第２章 火 災 の 実 態 

 

１ 概   況 

 令和５年度中の火災発生件数は１７４件、死者１５人、負傷者３１人、損害額１２億６，６

７７万円、焼損棟数１７６棟、り災世帯数８６世帯、り災人員１９８人となっており、一日当

たりの損害状況は第１表のとおりで、概ね毎日３４７万円が灰じんに帰していることになる。 

 火災発生件数、損害額および死傷者数の過去１０年間の推移は、第１図、第２図のとおりで

あり、火災発生件数においては、平成２６年中が最も多く、令和３年中が最も少ない。 

 

２ 出火件数および損害額の状況 

（１）出火件数 

   総出火件数は１７４件で、これを火災種別ごとにみると、第３図のように建物火災が９

８件で全体の５６．３％を占め、車両火災２２件（１２．６％）、林野火災４件（２．３％）、

船舶火災０件（０％）、その他火災５０件（２８．７％）となっている。 

   また、建物火災だけでみると、第４図のように一般住宅が１３件（３５．１％）で最も

多く、次いで工場７件（１８．９％）、共同住宅５件（１３．５％）、飲食店と事務所それぞ

れ３件（８．１％）、特定複合用途、倉庫それぞれ２件（５．１％）、その他２件（５．４％）

となっている。 

   第３表の月別火災発生状況表を見ると、出火件数の多い月は８月の３０件と３月の２７

件で、少ない月が１月の６件となっている。 

第４表では、市町別の火災発生状況を示している。 

（２）損害額 

損害額は１２億６，６７７万円で、これを火災種別ごとにみると、第５図のように建物火

災が１１億９，９９７万円で全体の９４．７％を占め、次いでその他５，４１５万円（４．

３％）となっている。火災１件当たりの損害額は約７２８万円となる。 

   第３表の月別火災発生状況表をみると、５月の損害額が約３憶１，１１０万円で最も多

く、７月が約６，２１１万円で最も少ない。 

 

３ 出火原因 

 全火災の出火原因別状況を表したのが第６図であり、出火原因別損害状況を表したのが第

６表である。 

 第６図をみると、出火原因ではたき火が最も多く１５件で８．６％を占め、次いで、たば

こ１４件（８％）、電灯電話等の配線と電気機器、ストーブのそれぞれ１０件（５.７％）、放

火の疑い７件（４％）などとなっている。 
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４ 火災による死者の状況 

  死者の死因別発生状況を表したのが第７表であり､死者の経過別､年齢別発生状況を表した

のが第８表である。 

  第７表をみると、死因では、一酸化炭素中毒・窒息が５人、火傷が９人となっている。 

  また、令和５年中の死者に占める６５歳以上の高齢者は１１人で全体の約７割となった。 

 

 

第１表 １日当たりの損害状況 

区  分 単位 
令和5年 令和4年 対前年増加数 

（Ａ） （Ｂ) （Ａ）－（Ｂ） 

出 火 件 数 件 0.48  0.47  0.01 

損  害  額 万円 347  80  267 

焼 損 棟 数 棟 0.48  0.38  0.10 

り災世帯数 世帯 0.24  0.21  0.03 

り 災 人 員 人 0.54  0.46  0.08 
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対前年増加数

（A）－（B）＝（C）

174 172 2

建 物 98 95 3

林 野 4 6 △ 2

車 両 22 21 1

船 舶 0 2 △ 2

そ の 他 50 48 2

176 137 39

全 焼 51 32 19

半 焼 16 7 9

部 分 焼 58 37 21

ぼ や 51 61 △ 10

86 75 11

全 損 26 17 9

半 損 16 6 10

小 損 44 52 △ 8

198 167 31

17,335 4,670 12,665

14 81 △ 67

1,266,774 291,134 975,640

建 物 1,199,973 275,478 924,495

林 野 69 537 △ 468

車 両 10,863 7,272 3,591

船 舶 0 51 △ 51

そ の 他 54,147 7,796 46,351

爆 発 1,722 0 1,722

15 10 5

(1) (3) (△ 2)

14 8 6

0

林 野 0 0 0

0 0 0

0

船 舶 0 0 0

1 2 △ 1

0

31 38 △ 7

建 物 24 30 △ 6

林 野 1 1 0

車 両 4 2 2

船 舶 0 1 △ 1

そ の 他 2 4 △ 2

（人口１万人に対する出火件数）

総 出 火 件 数

そ の 他

令和5年（Ａ）

車 両

第２表　令和５年火災発生状況と前年比較表

（ ） は 放 火 自 殺 者 内 数

建 物 焼 損 面 積 ( ㎡ )

林 野 焼 損 面 積 ( ａ )

区　　　分 令和4年（Ｂ）

り 災 人 員 ( 人 )

死 者 ( 人 )

焼 損 棟 数 ( 棟 )

り 災 世 帯 数 （ 世 帯 ）

損 害 額 合 計 ( 千 円 )

2.33

建 物

出 火 率
2.25

負 傷 者 （ 人 ）
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損害額（億円）

(人)

３億
6,283万円

５億

61万円

4億
1,203万円

５億8,850万円

26億2,391万円

10億
4,011万円

５億
8,867万円

３億
4,998万円

２億
9,113万円

213

185
196

165

199

170 171

152

172 174

0

50

100

150

200

250

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

22

24

26

28

平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和5年

第１図 過去１０年間の出火件数と損害額の推移

損害額（億円） 件数

12億

6,677万円

1 2 3
0

4 1 2 2 3 1

8 9

6 6

15

10
11

5

10

15

40

22

31

39

26

33
31 30

38

31

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和5年

第２図 過去１０年間の死傷者数の推移

自殺者 死者 負傷者
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件数
２１３件

第4図 建物火災用途別内訳

一般住宅 工場 共同住宅

飲食店 事務所等 複合用途（特定）

倉庫 その他

一般住宅

35.1％ 13件

工場

18.9％ 7件

共同住宅

13.5％ 5件

飲食店8.1％ 3

特定複合用途

5.1％ 2件

その他

5.4％ 2件

事務所8.1%3件

倉庫5.1％2

建物

56.3%

98件

林野

2.3%

4件

車両

12.6%

22件

船舶

0%

0件

その他

28.7%

50件

第３図 火災発生件数の内訳

建物 車両 林野 船舶 その他

件数

174件

建物

94.7%

11億9,997万円

車両
0.9%

1,086万円

その他
4.3%

5,415万円

第５図 損害額の内訳

建物 車両 林野 船舶 爆発 その他

林業
0.0％
7万円

爆発
0.1％
172万円

損害額

12億6,677万
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0
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0
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0
0
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0
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0
0
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0
0
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1
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0
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0
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0
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0
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0
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0
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1
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26
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1
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1,
2
66

,7
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4

1,
1
99

,9
7
3

69
10

,8
63

0
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,1
47

17
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損
害
額
（
千
円
）

死 者

人

傷

内 は 放 火 自 殺 者

り
災
世
帯
数
（世

帯
）

部 分 焼

合 計

焼
損
面
積

焼
損
棟
数
（
棟
）

合 計

ぼ や

全 焼

半 焼

そ の 他

月

建 物

林 野

車 両

出
火
件
数
（
件
） 船 舶
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市

町
別
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状
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期

間
：
令

和
５

年
１

月
１

日
～

令
和

５
年

１
２

月
３

１
日

建
林

車
船

航
そ

全
半

部
ぼ

全
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小
死

負
建

建
林

合
建

林
車

船
そ

爆
物
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床
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物
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両
舶
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他

焼
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損

損
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計

物
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両
舶

他
発
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井
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26
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4
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9
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0
5
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4

38
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市
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0
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0
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0
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0
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0

0
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0
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0
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0
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0
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0
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0
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0
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0
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0
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0
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第６表　全火災の出火原因別損害状況表
期間：令和５年１月１日～令和５年１２月３１日

出火原因 出火件数（件） 焼損床面積（㎡） 焼損棟数（棟） り災世帯数（世帯） 損害額（千円）

た　　　　　き　　　　火　 15 442 10 2 26277

た　　　　　ば　　　　こ 14 730 19 11 71338

電灯電話等の配線 10 131 3 5 1,934

ス ト ー ブ 10 1,706 24 13 194,382

電 気 機 器 10 695 9 6 31,961

放 火 の 疑 い 7 45 4 3 531

火 入 れ 6 0 0 0 202

こ ん ろ 5 86 5 5 9,646

配 線 器 具 5 0 3 1 1,070

放 火 5 50 3 2 5,968

排 気 管 4 0 0 0 244

マ ッ チ ・ ラ イ タ ー 3 0 1 1 49

煙 突 ・ 煙 道 2 212 3 2 13,056

灯 火 2 217 3 3 4,898

電 気 装 置 2 0 2 0 59

交 通 機 関 内 配 線 1 0 0 0 94

溶 接 機 ・ 切 断 機 1 0 1 0 70

衝 突 の 火 花 1 0 0 0 1,282
そ の 他 50 8,201 49 13 448,542
不 明 ・ 調 査 中 21 4,820 31 19 455,171

[たき火]

[8.6％] １５件

[たばこ]

[8％] １４件

[電灯電話等の配線]

[5.7％] １０件

[電気機器]

[5.7％] 10件

[ストーブ]

[5.7％] １０件
[放火の疑い]

[4％] ７件

[火入れ]

[3.4％] ６件

[こんろ]

[2.9％] ５件

[配線器具]

[2.9％] ５件

[放火]

[2.9] ５件

[排気管]

[2.3％] ４件

マッチ・ライター]

[1.7％] ３件

[煙突・煙道]

[1.1％] ２件
[灯火]

[1.1％] ２件

[電気装備]

[1.1％] ２件

[衝突の火花]

[0.6％] １件

[交通機関内配線]

[0.6％] １件

[溶接機・切断機]

0.6％] １件

その他

29% 50件

[不明・調整中]

[12.1％] ２１件

第6図全火災の出火原因別状況

出火件数
174件
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第７表　死者の死因別発生状況表

　　　　　　      死因
火災種別

建 物 火 災

林 野 火 災

車 両 火 災

そ の 他 火 災

合 計 （ 人 ）

第８表　死者の経過別および年齢別発生状況表

　　　　　  　年齢別（歳）
経過別

0
～
5

6
～
10

11
～
20

21
～
30

31
～
40

41
～
50

51
～
60

61
～
64

65
～
70

71
～
80

81～ 不明
合計
（人）

61 1 4不明・調査中

2

1

延焼拡大が早く逃げ
切れなかった

逃げる暇がなかった
（その他）

1

152 1 2 4 5 00 0 0 1 0 0

2

1

3

1

2

1

1 1

11

5

火傷

合計（人）

熟睡等により発見遅れ
る

放火自殺

逃げ切れなかった（そ
の他）

自殺

0

0

0

0 0

0 1

0

0

合計（人）

5 0 149 0 0

打撲・骨折
等

0

一酸化炭素
中毒・窒息

0

0 0

不明

0 0 0

0 0

その他

1

9 1 0 150

0 00

0
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第３章 救 急 業 務 の 実 態 

 

１ 救 急 体 制 

 災害により生じた事故または屋外もしくは公衆の出入りする場所、あるいは屋内において生じた事

故で、迅速に搬送する手段がない場合に傷病者を医療機関等へ搬送する業務が救急業務である

が、令和６年４月１日現在、第１表のとおり、救急自動車５７台（全て高規格救急自動車）、救急隊５０

隊、救急隊員５７５名（うち救急救命士２５２名）で救急業務にあたっている。 

 

２ 救急医療体制         

 救急隊が搬送する傷病者を受け入れる救急告示医療機関数は、令和６年４月１日現在、第２表の

とおり５０施設である。 

 

３ 救急活動状況         

 救急活動状況を表したのが第３表であり、救急出場件数は３４，３７９件、搬送人員は３１，９１１人と

なっている。県内１日あたりの出場件数は約９４件となり、約１５分に１回の割合で救急隊が出場した

ことになる。 

 過去１０年間の出場件数および搬送人員の推移を表したのが第１図である。令和２年には新型コ

ロナウイルスの感染拡大による外出自粛等の影響で救急需要が大幅に減少したことから、出場件数

と搬送人員ともに令和元年との比較で１３％減少し、過去１０年で最少となった。一方で、令和３年は、

活動の制限が緩和されたことに伴って救急需要も増加し、令和２年との比較で、出場件数は１０％、

搬送人員は９％増加した。令和４年は令和３年との比較で、出場件数は１２％、搬送人員は１１％増

加し、令和５年は令和４年との比較で、出場件数は７％、搬送人員は６％増加したことにより、出場件

数と搬送人員が過去１０年で最多であった。 

 出場件数、搬送人員の事故種別内訳を表したのが第２図、第３図であり、出場件数の事故種別内

訳では、急病が２２，２０４件で、全体の６４．６％を占め、次いで一般負傷５，７１０件（１６．６％）、交通

事故２，０３５件（５．９％）などとなっている。搬送人員では急病が２０，５５３人で全体の６４．４％を占

め、次いで一般負傷５，３７３人（１６．８％）、交通事故２，０５５人（６.４％）などとなっている。 
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第１表　救急体制状況表

令和６年４月１日現在
　　　　　　　救急体制

消防本部名 救急救命士 救急救命士 救急救命士

福 井 市 11 0 11 54 40 27 21 81 61

大 野 市 4 0 4 44 17 44 17

勝 山 市 3 0 3 29 11 29 11

永 平 寺 町 3 0 3 33 12 33 12

嶺 北 消 防 組 合 8 0 8 117 42 117 42

鯖江・丹生消防組合 7 0 7 96 35 96 35

南 越 消 防 組 合 8 0 8 72 23 72 23

敦賀美方消防組合 6 0 6 19 16 17 9 36 25

若 狭 消 防 組 合 7 0 7 8 6 59 20 67 26

合　　計 57 0 57 81 62 494 190 575 252

第２表　医療機関状況表

令和６年４月１日現在
　　　　　　　　　種　別
告示別

救急告示医療機関

その他の医療機関

合　　計

第３表　救急活動状況表

（令和５年中）

救 急 出 場 件 数 34,379 84 1 61 2,035 391 315 5,710 63 252 22,204 3,263

搬 送 人 員 31,911 28 1 32 2,055 375 310 5,373 54 161 20,553 2,969

第４表　高速自動車道における救急活動状況表

（令和５年中）

高 速 道 路 名

Ｉ Ｃ 名 金　津 丸　岡 福井北 福　井 武　生 今　庄

搬 送 人 員 7 6 0 1 25 18 87

高 速 道 路 名

Ｉ Ｃ 名 敦賀南 若狭美浜 若狭三方 三方五湖 三方五湖 若狭上中 小浜 小浜西 大飯高浜

搬 送 人 員 0 2 1 2 0 0 3 4 0 12 99

2

8

6

舞鶴若狭自動車道

8

5

6

50

合 計

50

410 45018

診療所

4

5

救 急 隊

合　計

9

4

2

救 急 出 動
件 数

担 当 消 防
本 部 名

救 急 出 動
件 数

計

2

13

98

17

23

0

敦賀美方消防組合
消防本部

2 10

小計

10

28

40 1

10

0

50042046

26

若狭消防組合
消防本部

担 当 消 防
本 部 名

1 10

25

8

9

救　急　自　動　車

高規格
救急車

通常型 合　計
専　　任

救　急　隊　員
兼　　任 合　　計

国・公立

その他
自　損
行　為

労　働
災　害

運　動
競　技

火　災 加　害
一　般
負　傷

交　通
自　然
災　害

水　難

病　　院
公的

8

17

私 的

小計

88

合　計

14

鯖　　　江

急　病

嶺北消防組合
消防本部

福井市
消防局

鯖江・丹生消防
組合消防本部

南越消防組合
消防本部

06

敦　　　賀

北　　　　陸　　　　自　　　　動　　　　車　　　　道

敦賀美方消防
組合消防本部
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27,034件

27,759件

28,511件

29,143件

31,069件

30,091件

26,253件

28,757件

32,231件

34,379件

26,079人
26,723人

27,330人

27,838人

29,681人

28,613人

24,822人

27,100人

29,977人

31,911人

24,000

26,000

28,000

30,000

32,000

34,000

36,000

平成２６年 平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

（人、件）

第１図 過去１０年間の救急活動の推移

救急出場件数 搬送人員数

急病

22,204件

64.6%

一般負傷

5,710件

16.6%

交通

2,035 件

5.9%

労働災害・

運動競技等

4,430 件

12.9%

第２図 出場件数の事故種別内訳

急病

20,553人

64.4%

一般負傷

5,373 人

16.8%

交通

2,055 人

6.4%

労働災害・

運動競技等

3,930 人

12.3%

第３図 搬送人員の事故種別内訳

搬送人員

31,911 人

出場件数

34,379 件
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１　防火対象物定期点検報告制度

　  不特定多数の人が出入りするなど一定の防火対象物について、所有者や賃借人等のうち
  管理について権原を有する人が、火災予防のために資格者による定期点検を行い、その結
　果を消防機関へ報告する制度である。
  　この制度による令和５年４月１日から令和６年３月３１日までの状況は第１表のとおり
　である。

第１表　防火対象物定期点検報告制度実施状況表

イ 劇場、映画館、演芸場または観覧場 31 10 8

ロ 公会堂または集会場 219 118 53

イ
キャバレー、カフェー、ナイトクラブその他
これらに類するもの

ロ 遊技場またはダンスホール 50 36 7

ハ 性風俗関連特殊営業を営む店舗等

ニ カラオケボックス等 1 1 1

イ 待合、料理店その他これらに類するもの 1 5 2

ロ 飲食店 5 29 4 10

百貨店、マーケットその他の物品販売業を営
む店舗または展示場 204 11 151 6 3 1

5 イ
旅館、ホテル、宿泊所その他これらに類する
もの 40 78 21 15 9 19

イ 病院、診療所または助産所 37 9 16 1 9 3

ロ
老人短期入所施設、養護老人ホーム、精神障
害者社会復帰施設等 7 5 3 4 3

ハ
老人デイサービスセンター、老人福祉セン
ター、精神障害者社会復帰施設（軽微）等 2 7 1 3 1

ニ 幼稚園または特別支援学校 1 1

9 イ
公衆浴場のうち、蒸気浴場、熱気浴場その他
これらに類する公衆浴場 2 1

16 イ
複合用途防火対象物のうち、その一部が上記
に該当する用途に供されているもの 199 27 111 5 22 2

地下街

799 172 473 47 115 25

【備考】

・点検報告済防火対象物とは、１年に１回、防火対象物点検資格者による点検報告が必要なもので、点検の結果、点検基準に適合
　していると認められた防火対象物。「防火基準点検済証」を表示することができる。
・特例認定済防火対象物とは、一定の要件を満たしているもので、申請によって点検報告の義務が３年間免除される防火対象物
　「防火優良認定証」を表示することができる。

・第１号該当とは、収容人員が３００人以上の防火対象物
・第２号該当とは、収容人員が３０人以上３００人未満の防火対象物で次の要件に該当する防火対象物
　○特定用途部分が地階または３階以上に存するもの（避難階は除く）
　○階段が２以上設けられていないもの

・調査基準日…令和６年３月３１日
・調査期間……令和５年４月１日～令和６年３月３１日

2

第４章　　予 防 行 政 の 概 況

合　計

6

16の2

1

3

4

第1号該当 第2号該当

防火対象物の区分

点検を要する
防火対象物数

点検報告済
防火対象物数

特例認定済
防火対象物数

第1号該当 第2号該当 第1号該当 第2号該当
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２　消防設備士試験および講習の状況

甲種 乙種 甲種 乙種 甲種 乙種 甲種 乙種 甲種 乙種

特　　類 9 5 55.6% 1 20

第　1　類 80 22 21 4 26.3% 18.2% 9 9 1,349 375

第　2　類 25 12 15 7 60.0% 58.3% 5 1 391 119

第　3　類 38 11 17 5 44.7% 45.5% 9 1 340 79

第　4　類 159 73 73 33 45.9% 45.2% 50 32 3,067 1,292

第　5　類 28 13 9 5 32.1% 38.5% 8 4 359 142

第　6　類 192 81 42.2% 72 2,568

第　7　類 41 31 75.6% 28 3,534

計 339 364 140 166 41.3% 45.6% 82 147 5,526 8,109

第３表　消防設備士法定講習実施状況表

　消防設備士は、甲種・乙種合わせて７０３人の受験者に対して３０６人が合格し、合
格率は４３．５％であった。その状況は第２表のとおりである。
　また、免状所有者に対する義務講習は６２５人が受講した。その状況は第３表のとお
りである。

第２表　消防設備士試験実施状況表

区  分

令和５年度
免状交付延べ数

受験者数（人） 合格人数（人） 合格率（％） 免状交付数

令和5年8月30日（水）
令和5年12月19日（火）

令和5年12月20日（水）
令和5年12月21日（木）

受講者数（人）

147

172

306

実　施　年　月　日

令和5年8月29日（火）

避難設備・消火器

警　報　設　備

625

受　講　対　象　者　区　分

(甲･乙)第１類,第２類,第３類
消防設備士

(甲･乙)第５類,(乙)第６類
消防設備士

(甲･乙)第４類,(乙)第７類
消防設備士

合　　　　　計

区　　　　分

消　火　設　備
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１　概況

　　 なお、県内の総施設数は第１図のとおりである。（令和６年３月３１日現在）

第５章　危 険 物 規 制

（１）危険物規制は、福井市、大野市、勝山市および永平寺町においては当該市町が、またその

　　他の市町においてはそれぞれの加入する消防組合が行なっている。

（２）危険物の総施設数の推移は第２図のとおり減少傾向であり、前年に対し１０１件減少して
    いる。

4,505
4,441

4,404
4,354

4,315

4,244 4,231
4,203 4,184

4,083

4,000

4,200

4,400

4,600

H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5

件
数

年

第２図 過去１０年間の危険物施設の推移

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

製造

屋内貯蔵所

11.7% 478件

屋外タンク貯蔵所

17.7% 724件

屋内タンク貯蔵所

2.0% 81件
地下タンク貯蔵所

22.7% 923件

簡易タンク貯蔵所

0.2% 8件

移動タンク貯蔵所

14.0% 571件

屋外貯蔵所

1.7% 71件

給油取扱所

11.9% 486件

第一種・第ニ種販売

取扱所0.3% 11件

移送取扱所

0.1% 4件

一般取扱所

15.7%

製造所

2.1% 84件

第1図 危険物施設構成比（完成検査済証交付分）

総施設数：４，０８３件
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第１表　施設別危険物施設数

令和6年3月31日現在
危険物施設の別

消防本部名

準
特
定
屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所

特
定
屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所

福 井 市 26 110 194 5 20 27 248 1 157 18 755 121 8 0 1 138 268 1,049 491

大 野 市 0 8 14 0 0 0 49 0 32 0 103 20 0 0 0 30 50 153 90

勝 山 市 3 9 23 0 0 1 42 0 13 2 90 15 0 0 0 20 35 128 76

永 平 寺 町 0 5 3 0 0 2 19 0 13 0 42 6 0 0 0 11 17 59 35

嶺 北 消 防 組 合 35 106 191 3 34 11 156 1 102 22 589 82 0 0 2 166 250 874 294

鯖江･丹生消防組合 5 60 49 0 0 4 100 0 44 6 263 42 0 2 0 46 90 358 271

南 越 消 防 組 合 13 71 104 0 0 12 115 2 71 9 384 63 0 0 0 74 137 534 240

敦賀美方消防組合 1 56 90 7 8 15 118 0 88 11 378 88 0 0 1 94 183 562 221

若 狭 消 防 組 合 1 53 56 0 0 9 76 4 51 3 252 49 1 0 0 63 113 366 153

合 計 84 478 724 15 62 81 923 8 571 71 2,856 486 9 2 4 642 1,143 4,083 1,871

　　３　準特定屋外タンク貯蔵所には、屋外タンク貯蔵所のうち、貯蔵し、または取り扱う液体の危険物の最
　　　大数量が五百ｷﾛﾘｯﾄﾙ以上千ｷﾛﾘｯﾄﾙ未満のものを記載（以下の表においても同様）
　　４　特定屋外タンク貯蔵所数は、屋外タンク貯蔵所のうち、貯蔵し、または取り扱う液体の危険物の最大
　　　数量が千ｷﾛﾘｯﾄﾙ以上のものを記載（以下の表においても同様）

移

送

取

扱

所

第
二
種
販
売
取
扱
所

製
　
造
　
所
　
（
A
）

合
　
計
（
A
+
B
+
C
）

貯　蔵　所 取　扱　所

　　５　事業所数は、危険物施設を有する事業所の数を記載

小
　
　
計
　
（

B
）

小
　
　
計
　
（

C
）

注：１　貯蔵所および取扱所の区分は危険物の規制に関する政令の区分による（以下の表においても同様）。
　　２　本表には、設置を許可した施設のうち、完成検査済証を交付した施設数から廃止届を受理した施設数
　　　を除いた数を記載（以下の表においても同様）

事

業

所

屋

外

貯

蔵

所

移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所

屋
内
タ
ン
ク
貯
蔵
所

屋

内

貯

蔵

所

地
下
タ
ン
ク
貯
蔵
所

第
一
種
販
売
取
扱
所

屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所

一

般

取

扱

所

給

油

取

扱

所

簡
易
タ
ン
ク
貯
蔵
所
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第２表　指定数量別および類別危険物施設数

令和6年3月31日現在

貯　蔵　所 取　扱　所

準
特
定
屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所

特
定
屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所

4 214 113 54 468 8 436 14 1,307 38 3 271 312 1,623

11 96 89 22 219 17 27 470 50 4 157 211 692

34 84 246 5 156 25 27 543 127 2 2 128 259 836

17 20 92 37 68 2 219 67 37 104 340

3 33 53 26 24 136 52 15 67 206

12 9 1 7 1 29 51 9 60 89

15 16 58 9 3 10 1 85 100 18 118 218

3 22 5 17 25 1 3 4 29

3 3 3 2 2 5

39 19 39 4 2 6 45

84 478 724 15 42 81 923 8 571 71 2,856 486 9 2 4 642 1,143 4,083

第 1 類 6 6 6

第 2 類 1 4 4 4 4 9

第 3 類 3 3 5 5 8

第 4 類 58 420 820 15 62 81 923 8 571 70 2,893 486 9 2 4 611 1,112 4,063

第 5 類 13 2 15 15

第 6 類 2 2 2

25 32 1 33 22 22 80

84 478 824 15 62 81 923 8 571 71 2,956 486 9 2 4 642 1,143 4,183

注：１　数量別の欄は、危険物施設で貯蔵または取り扱う危険物の最大数量（許可数量）を指定数量の倍数によ
　　　って表したものである。
　　２　類別の欄の単独には、類を同じくする危険物のみを貯蔵または取り扱っている危険物施設の数を、混在
　　　には、類を異にする危険物を貯蔵または取り扱っている危険物施設の数を記載

合 計

200　〃    1,000 〃

単

独

混 在

150  〃     200  〃

100  〃     150  〃

5,000 〃  10,000 〃

合 計

1,000 〃   5,000 〃

10,000倍を超えるもの

製
　
造
　
所
　
（

A
）

10　 〃　　　50  〃

数量別・類別

5倍以下

5倍を超えて10倍以下

危険物施設の別

50   〃     100  〃

合

計
（

A
+
B
+
C
）

小
　
　
計
　
（

C
）

一

般

取

扱

所

第
二
種
販
売
取
扱
所

屋

外

貯

蔵

所

給

油

取

扱

所

第
一
種
販
売
取
扱
所

小
　
　
計
　
（

B
）

簡
易
タ
ン
ク
貯
蔵
所

移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所

移

送

取

扱

所

屋

内

貯

蔵

所

屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所

屋
内
タ
ン
ク
貯
蔵
所

地
下
タ
ン
ク
貯
蔵
所
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第３表　危険物施設に対する立入検査状況
令和5年4月 1日から
令和6年3月31日まで

危険物施設の別 貯　蔵　所 取　扱　所

消防本部名

検査施設数 26 42 175 12 118 156 18 521 81 1 1 131 214 761

延 回 数 26 43 175 14 127 156 18 533 93 1 1 136 231 790

検査施設数 31 31 10 10 41

延 回 数 31 31 10 10 41

検査施設数 2 6 18 1 30 12 1 68 10 12 22 92

延 回 数 2 6 18 1 30 12 1 68 10 12 22 92

検査施設数 5 3 2 19 13 42 6 11 17 59

延 回 数 5 3 2 19 13 42 6 11 17 59

検査施設数 8 31 79 3 38 95 11 257 55 2 53 110 375

延 回 数 8 31 79 3 40 95 11 259 55 2 53 110 377

検査施設数 5 38 35 1 79 1 7 161 37 3 32 72 238

延 回 数 5 38 35 1 79 1 7 161 37 3 32 72 238

検査施設数 18 28 1 19 63 3 132 18 7 25 157

延 回 数 18 28 1 19 64 3 133 18 7 25 158

検査施設数 1 25 45 7 41 82 4 204 68 1 46 115 320

延 回 数 1 25 45 7 41 82 4 204 68 1 46 115 320

検査施設数 1 29 35 5 37 49 2 157 32 24 56 214

延 回 数 1 29 35 6 42 57 2 171 32 24 56 228

検査施設数 43 194 418 32 381 502 46 1,573 317 1 3 4 316 641 2,257

延 回 数 43 195 418 35 397 511 46 1,602 329 1 3 4 321 658 2,303

　　２　延回数の欄は、立入検査を行った延回数を危険物施設の区分ごとに記載

第
二
種
販
売
取
扱
所

若 狭 消 防 組 合

合 計

福 井 市

勝 山 市

大 野 市

永 平 寺 町

嶺 北 消 防 組 合

鯖江･丹生消防組合

南 越 消 防 組 合

敦賀美方消防組合

注：１　検査施設数の欄は、立入検査を行った施設数を危険物施設の区分ごとに記載

合
　
計

（
A
+
B
+
C

）

製
　
造
　
所
　

（
A

）

小
　
　
計
　

（
B

）

小
　
　
計
　

（
C

）

屋

内

貯

蔵

所

屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所

屋
内
タ
ン
ク
貯
蔵
所

地
下
タ
ン
ク
貯
蔵
所

簡
易
タ
ン
ク
貯
蔵
所

移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所

屋

外

貯

蔵

所

第
一
種
販
売
取
扱
所

一

般

取

扱

所

移

送

取

扱

所

給

油

取

扱

所
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第４表の１　容量別屋外タンク貯蔵所数
令和6年3月31日現在

消防本部名

152 14 23 3 135 32 94 53 50 556

17 0 0 0 19 17 10 22 6 91

5 0 0 0 3 0 0 7 0 15

0 0 0 0 2 0 0 8 0 10

0 0 0 0 19 0 0 0 0 19

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 2 0 0 0 0 2

20 0 0 0 13 0 0 0 0 33

194 14 23 3 193 49 104 90 56 726

第４表の２　品名別屋外タンク貯蔵所数
令和6年3月31日現在

品名別

原

油

ナ

フ

サ

ガ

ソ

リ

ン

灯

油

軽

油

重

油

第

４

石

油

類

ア

ル

コ

ー

ル

類

そ

の

他

小

計

（

A

）
0 0 0 66 33 141 20 63 229 552 4 556

0 0 0 3 16 38 9 0 44 110 0 110

3 0 1 0 1 7 0 0 6 15 0 15

0 0 7 2 4 7 0 0 14 34 0 34

0 0 0 2 0 0 0 0 0 2 0 2

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

30 0 0 0 0 6 0 0 0 36 0 36

33 0 8 73 54 199 29 63 293 749 4 753

永

平

寺

町

    500kl ～    1,000kl未満

合

計

嶺

北

消

防

組

合

敦

賀

美

方

消

防

組

合

若

狭

消

防

組

合

鯖
江
・
丹
生
消
防
組
合

南

越

消

防

組

合

合 計

福

井

市

大

野

市

勝

山

市

 10,000kl ～　50,000kl未満

    100kl未満

容量別

    100kl ～ 　   500kl未満

  1,000kl ～　  5,000kl未満

  5,000kl ～  10,000kl未満

 50,000kl ～ 100,000kl未満

100,000kl以上

合
　
　
計
　

（
A
+
B

）

合 計

容量別

  5,000kl ～  10,000kl未満

 10,000kl ～　50,000kl未満

 50,000kl ～ 100,000kl未満

第
４
類
以
外
の
類

（
B

）
 　 100kl未満

 　 100kl ～　　 500kl未満

100,000kl以上

 　 500kl ～　 1,000kl未満

  1,000kl ～　 5,000kl未満

第　４　類
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第５表　危険物取扱者試験実施状況

区　　分

種　　別

受 験 者 数
（ 人 ）

合 格 者 数
（ 人 ）

合 格 率
（ ％ ）

39.6 36.2 36.6 170 64 37.6

第 1 類 68.3 63.2 67.7 106 74 69.8

第 2 類 66.7 69.2 62.4 102 65 63.7

第 3 類 70.2 70.3 73.2 128 92 71.9

第 4 類 38.8 37.3 30.0 2,260 624 27.6

第 5 類 71.9 70.1 37.9 121 90 74.4

第 6 類 58.8 59.2 74.1 127 90 70.9

小 計 46.5 45.5 38.5 2,844 1,035 36.4

49.0 57.2 45.6 449 203 45.2

46.5 46.6 39.4 3,463 1,302 37.6

第６表　危険物取扱者保安講習実施状況
　

受講者数
（人）

講習実施回
数 （ 回 ）

461 399 377 437 8

51 45 25 40 1

1,584 1,580 1,165 1,728 10

2,096 2,024 1,567 2,205 19

令和5年度
令和4年度
合 格 率
（ ％ ）

丙 種

甲 種

令和２年度
合格率
（％）

令和３年度
合 格 率
（ ％ ）

　　３　｢その他｣は、｢給油取扱所｣および｢石油コンビナート｣以外の危険物施設において
      危険物の取扱作業に従事する危険物取扱者を対象とした講習種別である。

令和4年度
受講者数
（人）

区　　分

そ の 他

注：１　｢給油取扱所｣は、給油取扱所において危険物の取扱作業に従事している危険物取
      扱者を対象とした講習種別である。

石 油 コ ン ビ ナ ー ト

給 油 取 扱 所

　　２　｢石油コンビナート｣は、石油コンビナート等災害防止法上の特定事業所における
      危険物施設において危険物の取扱作業に従事する危険物取扱者を対象とした講習種
      別である。

合 計

乙
　
　
種

令和5年度

合 計

令和３年度
受講者数
（人）

講習種別

令和２年度
受講者数
（人）

-24-



２　危険物施設の火災および漏えい事故等

貯　蔵　所 取　扱　所

内
　
　
　
　
訳

令和元年 火　災 3 0 0 3

漏えい 3 3 0 3

その他 2 2 0 2

令和２年 火　災 0 1 1 1

漏えい 1 1 1 1 2

その他 0 0 0

令和３年 火　災 1 0 2 2 3

漏えい 1 1 1 3 1 1 2 5

その他 0 1 1 1

火　災 1 0 1 1 2

漏えい 1 1 1 1 2

その他 0 1 1 1

火　災 0 0 0

漏えい 0 0 0

その他 0 0 0

5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 4 0 9

0 0 2 0 1 0 5 0 8 1 0 0 0 3 4 0 12

0 0 0 0 0 0 2 0 2 2 0 0 0 0 2 0 4

5 0 2 0 1 0 7 0 10 3 0 0 0 7 10 0 25

注：　危険物施設の別の｢その他｣には、危険物運搬中の事故または無許可の危険物施設など、許可
      を受けている危険物施設以外での事故件数を記載

小

　
　
計

　
（

C

）

製
　
　
造
　
　
所
　
（
 
A
 
）

そ
　
　
の
　
　
他
　
（
 
D
 
）

火　災　計

移

送

取

扱

所

令和４年

屋

外

タ

ン

ク

貯

蔵

所

令和5年

地

下

タ

ン

ク

貯

蔵

所

総　　　計

小

　
　
計

　
（

B

）

移

動

タ

ン

ク

貯

蔵

所

簡

易

タ

ン

ク

貯

蔵

所

その他　計

屋

外

貯

蔵

所

漏えい　計

　　　件と最も多い。

（１）過去５年間における危険物の災害事故発生件数は、令和３年が９件と最も多い。

危
険
物
施
設
の
別

（２）過去５年間の危険物施設別の災害事故発生件数は、移動タンク貯蔵所での事故が９

一

般

取

扱

所

年

第

二

種

販

売

取

扱

所

第７表　過去５年間の危険物施設における災害事故発生件数

合

　
計

（

A
+
B
+
C
+
D

）

屋

内

タ

ン

ク

貯

蔵

所

屋

内

貯

蔵

所

第

一

種

販

売

取

扱

所

給

油

取

扱

所
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第６章 消 防 の 概 要         

 

１ 消防の組織〈消防機関と人員〉 

 昭和２３年消防組織法施行後、市町村消防の原則が確立され、昭和４８年７月１日大野地区

消防組合が発足したことにより、県下全域にわたり消防の常備化が実現した。消防吏員は令和

６年４月１日現在で１,２５０名である。 

 また、消防団員数は令和６年４月１日現在で５,８２６名であるが、近年の社会経済情勢の

変化の影響を受けて、団員数の減少、サラリーマン団員の増加等の課題に直面しており、消防

団の充実強化を一層推進することが必要である。 

 

２ 消防施設 

（１）消防機械 

 消防機械の保有状況は第８表および第９表のとおりであるが、特に近年の救急需要の増加

に伴い、各消防本部とも高規格救急自動車の導入を推進している。これにより、高度な救急

処置を実施することができ、救命率の向上を図っている。 

（２）消防水利 

 消防水利は、消防機械とともに、火災鎮火のために重要不可欠なものである。 

 これについては、消防に必要な水利の確保と管理のため「消防水利の基準」が定められ、

その基準に適合したものを消防水利としている。消防水利には、消火栓、防火水槽、プール

等の人工水利と河川等の自然水利があり、その保有状況は第 11表のとおりである。 

 

３ 民間防火組織 

（１）幼年消防クラブ 

 幼年消防クラブは、幼年期における防火教育の重要性、防火活動を通じての正しい社会的

態度の養成の必要性などの観点からはじめられたもので、幼稚園、保育園の指導者を中心に

消防機関の協力を得て幼年消防活動を行うことにより、父母兄弟や近隣住民に対する防火思

想の普及も効果的に図られている。   

（２）少年消防クラブ 

 少年消防クラブは、少年のころから火災予防に関する知識を身に付け、学校や各家庭にお

ける火災防止を図るとともに、火に関する諸原理を実際に即して勉強し、学校教育としての

社会科、理科および家庭科の学習の補助を目的とするものであって、昭和２５年に少年消防

クラブ取扱要綱が制定され、続いて昭和２８年に「全国少年消防クラブ運営指導協議会」（会

長：消防庁長官）が設けられ、今日に至っている。  

（３）女性防火クラブ 

 女性防火クラブは、家庭において火を使用する機会の多い女性を対象に、火災予防の知識

を養うことが必要であることから、任意に結成されたものであり、消防職団員の指導をもと

に各家庭の防火診断、火災の初期活動等、重要な役割を果たしている。 
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４ 表  彰 

 消防職員および消防団員の士気高揚を図るとともに、地域住民の消防に対する正しい認識と

円滑な協力援助関係を確立するため、消防に関して功労のあった消防職団員、消防機関その他

の団体または個人に対し、各種表彰を行っている。 

 また、昭和５８年より新たに県知事の定例表彰の中で、３０年以上勤続の消防団員の配偶者

等も表彰することにした。 

 

５ 消防の現況 

第１表 消防職団員数の推移（各年４月１日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２表 消防機関の現況 
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第
３
表
　
消
防
の
概
況

令
和
６
年
４
月
１
日
現
在

区
　
分

消
防
本
部
名

福
井

市
○

4
1
3

3
6
5

1
8

3
1

5
4

9
9
2

9
9
2

1
5
2

9
,6
1
7

8
3
0

3
0

1
5

1
7
4

大
野

市
○

1
1

5
5

4
1

9
4
5
0

4
5
0

1
0

2
0

4
4
8
8

3
1
5

2
0

3
3
7

勝
山

市
○

1
3
6

3
1

1
1
2

2
9
0

2
9
0

2
1
1

4
3
7

2
0
3

1
3

1
5

4
2

永
平

寺
町

○
1

4
0

3
1

1
1

3
5
6

3
5
6

1
0

1
0

1
8
4

2
5
3

1
1

3
2
7

嶺
北

消
防

組
合

○
4

1
2
0
3

6
4

2
3
3

7
0
6

7
0
6

3
3

6
1
4
1
,6
1
9
1
,2
4
1
1
0
5

4
1
3
1

鯖
江
・
丹
生
消
防
組
合

○
1

4
1
2
8

5
1

2
3
6

5
4
7

5
4
7

2
9

3
1
,6
6
9

9
0
8

3
7

5
2
5
4

南
越

消
防

組
合

○
3

2
1
4
5

7
4

3
3
2

7
9
1

7
9
1

1
0

2
7

9
2
,5
3
6

6
9
0

3
1

7
1
4
9

敦
賀
美
方
消
防
組
合

○
3

1
1
5
2

3
3

3
1
6

7
3
2

7
3
2

2
1

3
5

3
1
,3
3
6

2
3
7
1
6
2

8
1
4
2

若
狭

消
防

組
合

○
1

4
1
2
6

6
3

4
3
3

9
6
2

9
6
2

9
3
9

3
2
1
,0
9
2

5
2
7

5
5

6
1
7
3

計
1

8
1
9

2
6
1
,2
5
0

5
2

2
2

1
8
2
3
6

0
5
,8
2
6

0
5
,8
2
6
1
2
5

2
0
3

6
2
1
8
,9
7
8
5
,2
0
4
4
6
4

6
6
1
,1
2
9

移 動 局

防
火
水
槽

普 通 消 防 ポ ン プ

自 動 車 数

消 防 吏 員 数

（ 実 員 ）

消 防 団 数

分 団 数

消 防 団 常 備 部 数

団
員
数

非 常 勤

常 勤

４ ０ ㌧ 以 上

２ ０ ～ ４ ０ ㌧ 未 満

基 地 局 お よ び 固 定 局

消
防
団

消
防
水
利

消 火 栓 （ 公 設 ）

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車

小 型 動 力 ポ ン プ

付 積 載 車

車 両 に 積 載 し て

い な い も の

計

普 通 消 防 ポ ン プ

自 動 車 数

消 防 本 部 の み 設 置

消 防 本 部 署 を 併 設

消
防
本
部
・
署
所

設
置
別

消 防 署 数

出 張 所 数

水 槽 付 消 防 ポ ン プ

自 動 車 数
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第
４
表
　
階
級
別
消
防
職
員
数

令
和
６
年
４
月
１
日
現
在

区
　
分

計 (Ａ
)

＝ (Ｂ
)

＋

消
防
本
部
名

(Ｃ
)

（
）

（
）

（
）

（
）

（
）

（
1
）

（
2
）

（
）

（
5
）

（
8
）

（
1
）

（
）

（
）

（
1
）

（
）

（
）

（
）

（
）

（
）

（
）

（
1
）

（
）

（
1
）

（
2
）

（
1
）

（
）

（
）

（
1
）

（
）

（
）

（
）

（
）

（
）

（
）

（
1
）

（
）

（
）

（
1
）

（
）

（
）

（
）

（
0
）

（
）

（
）

（
）

（
）

（
）

（
）

（
）

（
）

（
2
）

（
2
）

（
）

（
）

（
）

（
0
）

（
）

（
）

（
）

（
）

（
）

（
）

（
）

（
）

（
5
）

（
5
）

（
2
）

（
）

（
）

（
2
）

（
）

（
）

（
）

（
）

（
2
）

（
）

（
1
）

（
2
）

（
1
）

（
6
）

（
）

（
）

（
）

（
0
）

（
）

（
）

（
）

（
）

（
2
）

（
1
）

（
1
）

（
1
）

（
）

（
5
）

（
）

（
）

（
）

（
0
）

（
）

（
）

（
）

（
）

（
）

（
）

（
）

（
）

（
3
）

（
3
）

（
1
）

（
）

（
）

（
1
）

（
）

（
）

（
）

（
）

（
）

（
1
）

（
）

（
）

（
2
）

（
3
）

（
）

（
）

（
）

（
0
）

（
0
）
（

0
）
（

0
）
（

0
）
（

4
）
（

3
）
（

6
）
（

3
）
（

1
9
）
（

3
5
）
（

5
）
（

0
）
（

0
）
（

5
）

　
注
１
：　
下
段
の
（　
）は

、
女
性
職
員
の
内
数

　
注
２
：　
条
例
定
数
に
含
ま
れ
な
い
派
遣
・出

向
職
員
お
よ
び
短
時
間
勤
務
の
再
任
用
職
員
が
い
る
た
め
、
条
例
定
数
を
超
え
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

条  例  定  数

消 防 司 令 補

消 防 士 長

消 防 副 士 長

単 純 労 務 職 員

小 　 　 計 (Ｃ
)

消
　
　
　
　
　
　
　
防
　
　
　
　
　
　
　
職
　
　
　
　
　
　
　
員

う ち 女 性

消 防 司 監

消 防 正 監

消 防 監

消 防 司 令 長

消 防 司 令

消
　
　
防
　
　
吏
　
　
員
　
　
（
実
　
員
）

8

そ
　
の
　
他
　
の
　
職
　
員

事 務 職 員

技 術 職 員
6
0

7
1

5
7

3
65

消 防 士
(Ｂ
)

小 　 　 計

8
9

37
3

6
26

1
8
7

5
7

40

15
4

15
3

12
9

1,
27

6

345

35
6 5
5

4
5

4
2

21
8

14
0

14
0

15
4

15
6

1
,3

0
6

56 39 40

12
7

20
5

1
0

1
1

6
1
9

1
1

8

1
6

3
31

6

1
2

61

3
6

3

4
0

1

1
2

2
4

6

64

2
8

2
7

4
4

4
7

3
9

20

1
10

3
5

2
0

2
2

1
9

2
1

3
4

3
2

1
1

2
2

2
7

3
0

9
9

1
13

2
4

2
3

1
10

2
9

2
4

1
11

2
8

1
52

1

2
3

1
45

大
野

市

永
平

寺
町

1,
2
5
0

2
6

0
0

2
12

敦
賀
美
方
消
防
組
合

福
井

市

勝
山

市

若
狭

消
防

組
合

0
26

2
2
0

2
2
0

嶺
北

消
防

組
合

南
越

消
防

組
合

1
7

3
0

1
26

鯖
江
・
丹
生
消
防
組
合

5
5

3
6

2
03

1
28

5

5
1
2

1
4

1
9

計
2
0
4

75
2
74

2
432
1

2
4

-29-



第
５
表
　
階
級
別
非
常
勤
消
防
団
員
数

令
和

６
年

４
月

１
日

現
在

階
 級

 別

消
防

本
部

名

（
4
6

）
（

）
（

）
（

2
）

（
2

）
（

4
）

（
5

）
（

3
3

）

（
9
1

）
（

）
（

）
（

1
）

（
2

）
（

3
）

（
6

）
（

7
9

）

（
2
1

）
（

）
（

）
（

）
（

）
（

1
）

（
2

）
（

1
8

）

（
4
2

）
（

）
（

）
（

1
）

（
1

）
（

）
（

）
（

4
0

）

（
2
2

）
（

）
（

）
（

）
（

）
（

2
）

（
3

）
（

1
7

）

（
1
2

）
（

）
（

）
（

）
（

）
（

）
（

1
）

（
1
1

）

（
4
8

）
（

）
（

）
（

2
）

（
2

）
（

）
（

5
）

（
3
9

）

（
3
4

）
（

）
（

）
（

）
（

）
（

1
）

（
3

）
（

3
0

）

（
3
1

）
（

）
（

）
（

）
（

）
（

1
）

（
）

（
3
0

）

（
3
4
7

）
（

0
）

（
0

）
（

6
）

（
7

）
（

1
2

）
（

2
5

）
（

2
9
7

）

　
注

：　
下

段
の

（　
）は

、
女

性
団

員
の

内
数

3
4

6
9

大
野

市
4
5
0

1
2

福
井

市
9
9
2

1
8

条
例

定
数

団
員

班
長

5
4

5
4

1
0
2

1
0
3

6
7
0

1
,0

5
5

6
,2

3
6

8
2
6

7
6
9

9
7
0

3
2
5

4
8
5

4
1
2

1

副
分

団
長

分
団

長
副

団
長

9
1
0

1
2

1
1

2

部
長

若
狭

消
防

組
合

計

鯖
江

・
丹

生
消

防
組

合

敦
賀

美
方

消
防

組
合

団
長

合
計

永
平

寺
町

3
5
6

南
越

消
防

組
合

勝
山

市

嶺
北

消
防

組
合

5
4
7

1
2

2
9
0

1
2 2

1
2

3
3

7
8

3
9
6

5
3
3

3
4

2
9
6

2
9
9

2
0
5

3
3

2
5

6
4
7

7
0
6

2
7

3
3

5
2

2
6
4

5
4
6

7
7
3

7
9
1

3
9

3
2

7
3
2

3
4

1
6

8
3

6
3
2

1
6

5
3

8
8

5
5
2

3
2

9
6
2

4
6

3
3

9
4

7
4
8

2
3

5
4

6
4
6

4
,3

7
0

5
,8

2
6

1
8

4
5

2
3
4

2
4
3

2
7
0
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第
６
表
　
年
齢
別
消
防
吏
員
お
よ
び
消
防
団
員
数

令
和
６
年
４
月
１
日
現
在

年
　
齢
　
別

1
8
2
0
2
5
3
0
3
5
4
0
4
5
5
0
5
5

1
8
2
0
2
5
3
0

3
5

4
0

4
5
5
0
5
5
6
0
6
5

歳
歳

歳
歳

歳
歳

歳
歳

歳
歳

歳
歳

歳
歳

歳
歳

歳
歳

歳
歳

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

1
9
2
4
2
9
3
4
3
9
4
4
4
9
5
4

(Ｂ
)

1
9
2
4
2
9
3
4

3
9

4
4

4
9
5
4
5
9
6
4

(Ｄ
)

消
防
本
部
名

(Ａ
)

歳
歳

歳
歳

歳
歳

歳
歳

(Ｂ
)

(Ａ
)

(Ｃ
)

歳
歳

歳
歳

歳
歳

歳
歳

歳
歳

(Ｄ
)

(Ｃ
)

福
井

市
3
6
5

4
4
8
5
7
3
2
4
5
2
1
5
1
4
6
6
1
1
4
,6
6
5
4
0
.2
9
9
2

0
4
2
4
4
8

9
0
1
6
1
1
9
4
1
6
9
1
5
4
1
1
1
3
7
4
8
,4
1
9
4
8
.8

大
野

市
5
5

2
4

9
7

6
6

5
1
0

6
2
,1
6
9
3
9
.4
4
5
0

0
1
1
4
2
1

4
7

4
9
8
4
8
2
6
7
4
6
3
9
2
2
,4
8
4
5
0
.0

勝
山

市
3
6

1
3

3
3

5
2

7
9

3
1
,5
1
8
4
2
.2
2
9
0

0
2

7
1
3

4
0

5
1
6
1
4
5
2
9
3
6

6
1
3
,7
7
4
4
7
.5

永
平

寺
町

4
0

3
5

5
6

3
1
1
0

4
3
1
,4
9
7
3
7
.4
3
5
6

8
1
5
1
7
1
7

2
1

4
2
6
2
4
8
3
8
4
6
4
2
1
7
,3
9
6
4
8
.9

嶺
北

消
防

組
合

2
0
3

2
2
1
2
7
2
7
2
8
1
8
2
4
3
5
2
1
8
,0
1
3
3
9
.5
7
0
6

1
5
1
9
3
5

9
0
1
0
2
1
4
3
1
4
5
8
6
5
1
2
9
3
3
,6
8
8
4
7
.7

鯖
江
・
丹
生
消
防
組
合

1
2
8

3
1
9
1
9
1
0
1
7
1
0
2
2
1
8
1
0
4
,9
0
0
3
8
.3
5
4
7

0
4
3
4
4
3

7
8
1
2
4
1
0
2
1
0
6
3
6
1
4

6
2
4
,0
6
0
4
4
.0

南
越

消
防

組
合

1
4
5

6
1
6
2
2
2
2
1
5

5
2
8
2
2

9
5
,5
0
1
3
7
.9
7
9
1

1
8
1
6
5
8

7
9
1
0
7
1
5
9
1
5
3
1
1
6
6
1
3
3
3
8
,0
6
5
4
8
.1

敦
賀

美
方

消
防

組
合

1
5
2

3
1
8
1
5
2
6
2
1
2
3
2
9
1
2

5
5
,6
8
5
3
7
.4
7
3
2

0
2
7
5
4
1
1
6
1
6
9
1
3
3
1
0
9
5
9
3
1
2
1
1
3
2
9
,7
3
8
4
0
.6

若
狭

消
防

組
合

1
2
6

3
1
1
2
4
1
9
2
0
1
0
1
2
1
6
1
1
4
,7
0
9
3
7
.4
9
6
2

0
1
2
6
3
1
4
7
2
1
5
1
8
9
1
5
1
9
7
4
5
3
2
1
1
3
9
,9
1
3
4
1
.5

計
1
,2
5
0
2
7
1
4
5
1
8
1
1
5
2
1
6
0
9
6
1
8
8
1
7
2
1
2
9
4
8
,6
5
7
3
8
.9
5
,8
2
6
1
0
7
8
2
4
8
4
9
8
8
2
9
9
5
8
1
,0
65
9
0
4
6
0
2
4
1
8
2
1
6
26
7,
5
37
4
5
.9

注
：
1
8
歳
～
1
9
歳
の
欄
は
1
8
歳
未
満
含
む
。

（
Ｃ
）
の
う
ち

団 員 数
以 上

消
　
　
　
　
　
防
　
　
　
　
　
団
　
　
　
　
　
員

平 均 年 齢

年 齢 合 計

消
　
　
　
　
　
防
　
　
　
　
　
吏
　
　
　
　
　
員

吏 員 数

（
Ａ
）
の
う
ち

以 上

年 齢 合 計

平 均 年 齢
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第
７
表
　
在
職
年
数
別
消
防
吏
員
お
よ
び
消
防
団
員
数

令
和
６
年
４
月
１
日
現
在

年
　
数
　
別

5
5
10
10
15
15
20
20
25
25
30

30
5

5
10
10
15
15
20
20
25
2
5
3
0

3
0

年
年

年
年

年
年

年
年

年
年

年
年

年
年

年
年

年
年

年
年

年
年

年
年

未
以

未
以

未
以

未
以

未
以

未
以

未
以

未
以

未
以

未
以

未
以

未
以

消
防
本
部
名

満
上

満
上

満
上

満
上

満
上

満
上

満
上

満
上

満
上

満
上

満
上

満
上

福
井

市
36
5

55
11
7

99
2

18
7

6
0

大
野

市
55

6
12

45
0

9
1

4
1

勝
山

市
36

5
12

29
0

5
1

2
3

永
平

寺
町

40
11

10
35
6

16
2

5

嶺
北

消
防

組
合

20
7

23
50

70
6

12
9

5
1

鯖
江

・
丹

生
消

防
組

合
12
8

27
24

54
7

8
9

1
9

南
越

消
防

組
合

14
5

21
30

79
1

12
9

6
4

敦
賀

美
方

消
防

組
合

15
2

20
23

73
2

22
6

1
6

若
狭

消
防

組
合

12
4

16
23

96
2

29
9

5

計
1,
25
2

1
84

30
1
5,
82
6
1,
36
3

2
8
4

5
5

7
7

3
8
4

1,
33
8
1,
08
5

7
97

57
5

1
6

30
3

17
4

97

8
8

2
9

20
5

14
3

79
4
7

17
9

12
7

1
20

22
8

7
4

11
6

12
5

86
8
0

3
2

12
7

11
7

7
8

4
0

3
2

1
3

4
4

9
5

1
54

10
2

2
4

67
10
9

70

1
20

64
54

34

17
29

14
12

13

19
7

20
2

12
4

10
3

14
1

30
22

12
7

23

20
32

20
19

18

36
36

26
16

20

17
14

14
9

23

消
防

団
員

消
防

吏
員

合 　 　 計

合 　 　 計

4
5

3
2

5

18
3

非
常

勤
団

員 3
3

49
53

37
2

4
5

3
5

61
52

24
30

26

10
8

6
5

8
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第
８
表
　
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
等
現
有
数
(
消
防
本
部
お
よ
び
署
)

令
和
6
年
４
月
１
日
現
在

区
　
分

消
防
本
部
名

（
11

）

（
4

）

（
3

）

（
3

）

（
8

）

（
7

）

（
8

）

（
6

）

（
7

）

（
57

）

　
注
：
救
急
自
動
車
の
（
　
）
は
高
規
格
救
急
自
動
車
で
内
数

消
　
　
防
　
　
本
　
　
部
　
　
・　
　
署
　
　
現
　
　
有

1
1

3
1

計

鯖
江
・
丹
生
消
防
組
合

南
越

消
防

組
合

1

2

若
狭

消
防

組
合

1

1

水 槽 付 消 防 ポ ン プ 自 動 車

普 通 消 防 ポ ン プ 自 動 車

敦
賀
美
方
消
防
組
合

大
野

市
消

防
本

部

福
井

市
消

防
局

永
平
寺
町
消
防
本
部

嶺
北

消
防

組
合

4

勝
山

市
消

防
本

部

3

5
26
4 1

45

3

2
2
2
3
1
3

4
3
1

2
3

1
4
2
0

1
4

0

1

2
6
2
8

1
7
3
2

1
1
1

5
2

3
1

1
1

3

6
4

7

3
1

1
1

2
1

3
1

4
0

1

1
8

5
3

4

6
4

2

2

5

6
5
2

2
3 1 1

2

1

1

2

1

7
3

1
1

2
8

0

1
1

6
1

4
3
5

1

1

6

5

3
1

7
18

1

1

1

7

1

1
1

8
1
0

5

6

1
7

2

そ の 他 車 両

救 急 自 動 車

防 災 指 導 車

人 員 搬 送 車

2

1

1

支 援 車

指 揮 車

資 器 材 搬 送 車

救 助 工 作 車

屈 折 放 水 塔 車

水 槽 車

小 型 動 力

ポ ン プ

車 両 に 積 載 し て

い な い も の

小 型 動 力 ポ ン プ 付

積 載 車

4

1

は
し
ご
付
消
防

ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ自
動
車

（ポ
ン
プ
付
で
な
い

も
の
を
含
む
） 38
ｍ

級
30
ｍ

級
24
ｍ

級
18
ｍ

級

1

照 明 車

1

屈 折 は し ご 付

消 防 ポ ン プ 自 動 車

広 報 車

大 型 高 所 放 水 車
1
1

化 学 消 防 ポ ン プ 自 動 車

5
78

泡 原 液 搬 送 車

7

2
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第９表　消防ポンプ自動車等現有数（消防団）

令和６年４月１日現在

種　別

消防本部名
小型動力ポン
プ付積載車

車両に積載して
いないもの

福 井 市 1 52 0

大 野 市 10 20 4

勝 山 市 2 12 0

永 平 寺 町 10 10 0

嶺 北 消 防 組 合 33 8 14

鯖江・丹生消防組合 29 4 3 0

南 越 消 防 組 合 10 26 9

敦賀美方消防組合 21 35 3

若 狭 消 防 組 合 9 37 32

計 125 4 203 62

消　防　団　現　有

小型動力ポンプ
普通消防ﾎﾟﾝﾌﾟ

自動車
水槽付消防ﾎﾟﾝ
ﾌﾟ自動車

-34-



第
１
０
表
　
化
学
消
火
薬
剤
備
蓄
状
況

令
和
６
年
４
月
１
日
現
在

種
　
別

合
成
界
面

水
成
膜
泡

水
溶
性
液
体
用
泡

３
％
型

６
％
型

活
性
剤

消
火
薬
剤

消
火
薬
剤

第
１
種

第
２
種

第
３
種

第
４
種

（耐
ｱ
ﾙ
ｺ
ｰ
ﾙ
用
）

粉
　
末

粉
　
末

粉
　
末

粉
　
末

(ｋ
ｇ
)

(ｋ
ｇ
)

(ｋ
ｌ)

(ｋ
ｌ)

(ｋ
ｌ)

(ｋ
ｌ)

(ｋ
ｌ)

消
防
本
部
名

(ｱ
)～

(ｵ
)

(ｶ
)～

(ｹ
)

(ｱ
)

(ｲ
)

(ｳ
)

(ｴ
)

(ｵ
)

(ｶ
)

(ｷ
)

(ｸ
)

(ｹ
)

15
.6
5

0.
00

10
.9
0

0.
09

1.
63

2.
69

0
.3
4

1.
79

0.
00

0.
60

1.
19

0.
76

0.
00

0.
76

0.
50

0.
00

0.
50

27
.2
9

0.
00

5.
06

3.
59

18
.6
4

1.
92

0.
00

0.
42

1.
50

2.
55

0.
00

0.
99

1.
56

1.
58

0.
00

0.
20

0.
84

0.
54

1.
34

0.
00

1.
34

53
.3
8

0.
00

16
.1
6

0.
09

10
.6
7

26
.1
2

0
.3
4

0.
00

0.
00

0
.0
0

0
.0
0

計

鯖
江
･
丹
生
消
防
組
合

南
越

消
防

組
合

敦
賀

美
方

消
防

組
合

若
狭

消
防

組
合

大
野

市

勝
山

市

永
平

寺
町

化
学
消
火
剤
種
別

粉
末
（ｋ
ｇ
）

た
ん
白
系

（Ａ
）

（Ｂ
）

嶺
北

消
防

組
合

計

福
井

市
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第
１
１
表
　
消
防
水
利
の
状
況

令
和
６
年
４
月
１
日
現
在

種
　
別

計

10
0
60

40
20

10
0
60

40
20

10
0
60

40
20

(Ａ
)

～
～

～
～

～
～

～
～

～

＝
10
0
60

40
10
0
60

40
10
0
60

40

(Ｂ
)

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

＋

消
防
本
部
名

(Ｃ
)

(Ｂ
)

10
,4
77
9
,6
1
7
9
,6
1
7

0
3
0

8
7
9
2

3
0

0
3
0

8
7
9
2

3
0

0
0

0
0

0
0
3
1
5
1
2
0

7
5

1
2
0

8
4
9
4
8
8
4
8
8

0
2

3
3
1
0

2
0
2
6

0
1
2
4
4

1
4
2
6

2
2

6
6

6
0

0

6
5
3
4
3
7
4
3
7

0
3

2
1
9
8

1
3

0
3

2
1
9
8

1
3

0
0

0
0

0
0

0

4
4
8
1
8
4
1
8
4

0
1

1
9
2
3
3

1
1

0
1

1
9
2
3
3

1
1

0
0

0
0

0
0

9
9

2
,9
6
5
1
,6
1
9
1
,6
1
9

0
5
1

3
5
1
,1
5
5
1
0
5

0
1
2

1
9
9
5
5

8
1

0
3
9

1
6
2
0
0

2
4

0
4
3

5
1
3
7

2
,6
1
4
1
,6
6
9
1
,6
6
9

0
1
7

1
3
8
7
8

3
7

0
1
5

1
0
8
5
2

3
7

0
2

3
2
6

0
0
3
1

2
6

5

3
,3
5
5
2
,6
3
4
2
,5
3
6

9
8

7
1
9
6
6
4

3
1

0
6

1
9
6
4
8

3
0

0
1

0
1
6

1
0
1
0
4
6
1

1
2
3
1
8

1

1
,7
8
8
1
,3
3
6
1
,3
3
6

0
5

7
2
2
5
1
6
2
5
3

5
3
2
0
8
1
5
2
5
3

0
4

1
7

1
0

0
0

1
,6
7
4
1
,0
9
2
1
,0
9
2

0
1

6
5
2
0

5
5

0
1

2
5
1
1

4
8

0
0

4
9

7
0
3
1

3
1

24
,8
23
19
,0
76
18
,9
78

9
8
1
1
7
1
1
2
4
,9
7
5
4
6
4
7
9

7
3

8
3
4
,6
4
1
4
1
6
7
9

4
4

2
9
3
3
4

4
8

0
5
3
3
1
8
6

2
2
0
1
1
8

0
1
2
6

小
計
(Ｃ
)　
(Ｄ
)＋

(Ｅ
)

公
設
　
(Ｄ
)

私
設
　
(Ｅ
)

井 戸
井 戸

井 戸

未 満
未 満

未 満
未 満

若
狭

消
防

組
合

計

福
井

市

大
野

市

勝
山

市

永
平

寺
町

嶺
北

消
防

組
合

鯖
江
･
丹
生
消
防
組
合

南
越

消
防

組
合

敦
賀
美
方
消
防
組
合

消
火
栓

以 上

私
設

壕 ・ 池 等

未 満

小
計

公
設

防
火
水
槽

防
火
水
槽

防
火
水
槽

そ の 他

そ
の
他

小 計

河 川 ・ 溝 等

海 ・ 湖

プ ー ル

未 満
以 上

下 水 道

未 満
未 満

以 上
未 満
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第
１
２
表
　
消
防
機
関
の
出
動
状
況

令
和

５
年

中
　

種
　

別
県

　
計

火
　

災
風

水
害

演
　

習
広

　
報

警
　

防
火

　
災

特
　

別
予

　
防

等
　

の
原

　
因

捜
　

索
誤

報
等

そ
の

他

災
　

害
訓

　
練

指
　

導
調

　
査

調
　

査
警

　
戒

査
　

察

区
　

分
(ｱ

)～
(ｻ

)
(ｱ

)
(ｲ

)
(ｳ

)
(ｴ

)
(ｵ

)
(ｶ

)
(ｷ

)
(ｸ

)
(ｹ

)
(ｺ

)
(ｻ

)

出
 動

 回
 数

19
,0

16
17
4

6
9

2,
51

8
2,

48
6

3,
22

6
27

1
1,

57
3

15
7,

00
3

21
1
,6

6
0

出
動

延
人

数
73

,0
08

3,
10

2
26

4
11

,9
45

8,
70

7
17

,0
85

1,
28

1
4,

88
8

14
3

1
8,

65
5

1,
16

2
5
,7

7
6

出
 動

 回
 数

4,
44

7
97

2
6

1,
24

3
29

4
27

0
43

0
0

0
21

2
,3

0
9

出
動

延
人

数
33

,2
98

1,
61

3
55

2
15

,2
78

2,
65

2
39

6
0

3,
87

5
0

0
11

9
8
,8

1
3

第
１
３
表
　
消
防
吏
員
お
よ
び
団
員
の
公
務
に
よ
る
死
傷
者
数

種
　

別
県

　
計

火
　

災
風

水
害

救
　

急
演

　
習

特
　

別

等
　

の
捜

　
索

そ
の

他

災
　

害
業

　
務

訓
　

練
警

　
戒

区
　

分
(ｱ

)～
(ｷ

)
(ｱ

)
(ｲ

)
(ｳ

)
(ｴ

)
(ｵ

)
(ｶ

)
(ｷ

)

死
者

0
0

0
0

0
0

0
0

負
傷

者
11

4
0

0
5

0
0

2

死
者

0
0

0
0

0
0

0
0

負
傷

者
9

2
0

0
6

0
0

1

消 防 団

令
和

５
年

中

消 防 本 部 ・ 署 所 消 防 団 消 防 吏 員
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第
１
４
表
　
火
災
通
報
施
設
等
の
現
況

令
和
６
年
４
月
１
日
現
在

火
災
報
知

専
用
電
話
回
線

(ｱ
)＋
(ｲ
)

(ｱ
)

(ｲ
)

(ｳ
)＋
(ｴ
)

(ｳ
)

(ｴ
)

(ｵ
)＋
(ｶ
)＋
(ｷ
)

(ｵ
)

(ｶ
)

(ｷ
)

消
防
本
部
名

（
基
）

（
基
）

（
基
）

（
基
）

（
基
）

（
基
）

（
基
）

（
基
）

（
回
線
）

（
回
線
）

（
回
線
）

（
千
円
）

（
回
線
）

0
0

25
5

1
8
20
4

16
0

33
1

0
1

0
31

9
1

8
4

21

0
0

19
1
6

3

0
0

53
4
4

9
1

0
0

37
2

35

0
0

65
1
1

5
24
4

49
1

1

0
0

55
1
2

2
41

0
0

50
1
3

4
25
2

33

0
1

0
48

8
8

32

0
0

0
0

2
0

0
0

61
3

13
3
22
4

74
0

25
6

1
3

救
急
指
令
装
置

救 急 指 令 専 用

消 防 指 令 装 置 と 併 用

消
防
電
話

１
ヶ
月
あ
た

り
の
経
費

そ
の
他

小
計

加
入
電
話

望
　
　
楼

2
4
時
間

監
視
体

制
を
と
っ

て
い
る
も

の

嶺
北

消
防

組
合

計

鯖
江
･
丹
生
消
防
組
合

南
越

消
防

組
合

敦
賀
美
方

消
防

組
合

若
狭

消
防

組
合

永
平

寺
町

福
井

市

大
野

市

発
信
機

小
　
計

公
衆
用

自
衛
用

区
　
分

勝
山

市

小
計

火
災
報
知
機

消
防
機
関
に
あ
る
も
の

電
　
　
　
　
　
話

受 信 機

テ レ ビ 監 視 装 置
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第１５表　無線通信施設等の現況
令和６年４月１日現在

　　　　　　種　別

消防本部名

福 井 市 6 9 3 1 5 174 4 11 11

大 野 市 3 3 1 2 37 2 4 4

勝 山 市 12 12 3 3 1 2 42 1 2 2

永 平 寺 町 3 3 1 2 27 1 3 3

嶺 北 消 防 組 合 4 3 1 3 131 1 9 4

鯖江･丹生消防組合 5 3 1 2 254 3 6 6

南 越 消 防 組 合 7 3 1 3 149 5 8 8

敦 賀 美 方 消 防 組 合 8 3 1 2 142 3 6 5

若 狭 消 防 組 合 6 3 1 2 1 173 1 6 6

計 6 12 12 48 0 27 9 23 1 1,129 0 0 21 55 49

消　防　・　救　急　業　務　用　無　線　（　デ　ジ　タ　ル　方　式　）

固　定　局

局 数

「
そ
の
他

」
の

局
の
電
波
の
数

多
重

そ
の
他

基地局および携帯基地局 衛
星
携
帯
電
話
保
有
数

救
急
車
お
よ
び
救
急
隊

う
ち
災
害
時

優
先
電
話

携
帯
局
数

活
動
波

防
災
相
互
波

携 帯 電 話 等

携
帯
基
地
局

統
制
波

主
運
用
波

移　動　局
そ
の
他
の
無
線
局
数

陸
上
移
動
局
数

局 数 電 波 の 数

基
地
局
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第
１
６
表
　
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
現
況

令
和

6年
４

月
１

日
現

在

　
　

　
　

　
　

種
　

別

消
防

本
部

名

福
井

市
2

2
33

3
3

1
1

1
1

大
野

市
14

1
4

87
1

8
7
1

1
4

1
4

勝
山

市
10

1
0

37
8

3
7
8

3
2

3
2

永
平

寺
町

1
1

11
9

1
19

6
3

6
3

嶺
北

消
防

組
合

44
4
4

3
,7

6
6

3
,7

6
6

4
4

4
4

鯖
江

･
丹

生
消

防
組

合
38

3
8

1
,4

1
9

1
,4

1
9

9
2

9
2

南
越

消
防

組
合

33
3
3

76
4

7
6
4

3
3

3
3

敦
賀

美
方

消
防

組
合

36
3
6

2
,3

4
4

2
,3

4
4

3
6

3
6

若
狭

消
防

組
合

1
1

31
3
1

6
6

計
1
79

1
7
8

0
1

0
0

9
,7

2
5

9
,6

0
6

0
1
19

0
0

3
31

3
3
1

0
0

幼
稚

園
保

育
園

単
　

 位

市
  
町

単
　

位
計

幼
稚

園
保

育
園

単
　

 位

学
　

校

単
　

位

市
  
 町

 
単

　
 位

学
　

校

単
　

位

地
　

区

単
　

位
そ

の
他

組
　

織
　

別
　

ク
　

ラ
　

ブ
　

数
組

　
織

　
別

　
ク

　
ラ

　
ブ

　
員

　
数

指
　

導
　

者
　

数

幼
稚

園
保

育
園

単
　

 位

学
　

校

単
　

位
計

そ
の

他
地

　
区

単
　

位
そ

の
他

計
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第
１
７
表
　
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
現
況

　
　

　
　

　
　

種
　

別

消
防

本
部

名

福
井

市
5
0

5
0

2
,4

0
9

2
,4

0
9

1
9
1

1
9
1

大
野

市
9

9
5
5
4

5
5
4

9
9

勝
山

市
1
5

3
3

9
7
7
1

3
0
0

5
4

4
1
7

4
7

9
3
8

永
平

寺
町

9
9

1
5
2

1
5
2

5
1

5
1

嶺
北

消
防

組
合

2
6

2
6

1
,0

4
3

1
,0

4
3

2
6

2
6

鯖
江

･
丹

生
消

防
組

合
2
0

2
0

2
,3

0
6

2
,3

0
6

9
1

9
1

南
越

消
防

組
合

2
1

2
1

7
4
3

7
4
3

2
1

2
1

敦
賀

美
方

消
防

組
合

1
0

1
0

3
0
8

3
0
8

1
0

1
0

若
狭

消
防

組
合

0
0

0

計
1
6
0

1
3
9

0
0

3
1
8

8
,2

8
6

7
,6

6
3

0
0

5
4

5
6
9

4
4
6

3
5
7

0
8
9

組
　

織
　

別
　

ク
　

ラ
　

ブ
　

数

令
和

６
年

４
月

１
日

現
在

学
校

単
位

小
学

校
中

学
校

そ
の

他

学
校

単
位

そ
の

他
計

計
市

  
町

単
　

位

地
　

区

単
　

位
そ

の
他

小
学

校
中

学
校

学
校

単
位

組
　

織
　

別
　

ク
　

ラ
　

ブ
　

員
　

数
指

　
導

　
者

　
数

地
　

区

単
　

位
小

学
校

計
中

学
校

市
  
町

単
　

位
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第
１
８
表
　
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
の
現
況
お
よ
び
活
動
状
況

令
和
６
年
４
月
１
日
現
在

　
　
　
　
　
　
種
　
別

組
織
数

人
　
員

組
織
数

人
　
員

組
織
数

人
　
員

組
織
数

人
　
員

組
織
数

人
　
員

(ア
)+
(イ
)+

(カ
)+
(キ
)+

消
防
本
部
名

(ウ
)+
(エ
)
(ク
)+
(ケ
)

（ア
）

（カ
）

（イ
）

（キ
）

（ウ
）

（ク
）

（エ
）

（ケ
）

（ａ
）

（
ｂ
）

（
ｃ
）

福
井

市
33

80
3

17
31
3

15
43
3

1
57

7
26

大
野

市
0

0
0

0
0

勝
山

市
7

61
2

33
5

28
7

永
平

寺
町

1
15

1
15

1

嶺
北

消
防

組
合

2
44
6

2
44
6

2

鯖
江

･
丹

生
消

防
組

合
5

80
6

1
13
8

3
29
6

1
37
2

80
6

南
越

消
防

組
合

15
17
0

11
10
6

4
64

1
5

敦
賀

美
方

消
防

組
合

5
90
0

2
88
3

1
9

2
8

3
2

若
狭

消
防

組
合

9
16
1

2
35

7
12
6

計
77

3
,3
62

36
1,
93
4

28
83
0

6
47
2

7
12
6

17
1
7

83
5

合
　
　
計

市
街
地

活
　
動
　
状
　
況
　
別
　
組
　
織
　
数

周
　
　
　
囲
　
　
　
の
　
　
　
状
　
　
　
況

消
火
活
動
は

行
わ
な
い
が
、

炊
き
出
し
、
連

絡
、
救
護
等
を

行
う

（
ａ
）（
ｂ
）
は
行

わ
ず
、
予
防
の

啓
蒙
活
動
を

行
っ
て
い
る

消
火
活
動

を
行
う

漁
村
地
域

そ
の
他

農
山
村
地
域
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第１９表　消防表彰受賞状況

　　年　　度

40

149

67

20

26

49

1

２９

23

1

23

46

1

40

132

49

49

21

2

1

1

33

表 彰 楯

　種　　類

叙 勲

功 労 章

藍 綬 褒 章

22

1

1

２７

少 年

功 労 章

竿 頭 綬

表 彰 旗

消　　　防　　　団消防団
地域
活動

指 導 者

事　　　業　　　所

消 防

ク ラ ブ

永 年 勤 続 精 績 章

感謝状

特 別 功 労 章

人命救助その他

配 偶 者等 表彰

竿 頭 綬

平２６

23

3

2

177

消

防

庁

長

官

表

彰

永 年 勤 続 功 労 章

表 彰 旗

福

井

県

知

事

表

彰

退 職 幹 部

73

1

21

1

1

２８

22

1

16

33

46

40

1

22

1

23

31

47

40

168

55

３０

21

23

1

1

47

52

40

154

58

17

令元

23

3

23

4

1

44

45

40

137

68

19

２

21

1

24

1

36

49

39

120

47

20

３

20

1

1

23

1

1

1

54

40

155

54

25

４

23

2

1

25

1

1

44

74

銀 杯

40

143

64

14

49

５

15

1

2

25

1

2

1

65

40

149

52

22

35
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１

昭和３４年７月１６日 福井市水越町に福井県消防学校設置
昭和４７年１１月１日 福井市合谷町へ移転
平成　８年　４月１日 福井市大畑町へ再移転、現在に至る。

ア 所在地等 福井市大畑町97-21-3
40,759.02㎡

イ 建物工作物等

・ 40,759.02㎡ ・ 建物延面積 8,001.62㎡

食堂　学生ホール　和室　　倉庫
アリーナ

２
消防職団員の各種教育訓練を第１表および第２表のように実施し、人的消防力の充実向上

を図るとともに、より高度の専門的知識を修得させた。
また、第３表のとおり消防大学校へ職員を派遣した。

第７章 消 防 教 育 訓 練

敷地面積

（ア）

建物構造および規模

所 在 地
敷 地 面 積（イ）

水難訓練用プール
（兼、潜水訓練）

Ｆ Ｒ Ｐ 製

32.86㎡
訓練塔 （ 補助 ）

地 上 ７ ｍ

救助袋等避難器具取扱訓練室　地下火災実験室
人命救助訓練施設　引上救助訓練施設

鉄 骨 造 70.44㎡

１階

垂直救助訓練　水平ロープ渡過　ブリッジ救出訓練施設　
放水訓練室　水平救助・担架吊り下げ救出訓練施設　

立坑訓練室　耐煙迷路室　消火設備実験室　

（１）

（２）

沿革

施設概要

訓練資器材庫　訓練車両庫

２階

校長室　講師控室　職員室　会議室　

普通教室(60人)(40人)　談話室　図書室　視聴覚室

内 容

女性専用寮室(2室)　宿直室
１階

理化学室（各種実習室併設）　等
寮室（20室）　トレーニングルーム　娯楽室

２階

３階

教 育 管 理 棟
Ｒ Ｃ造 ３階

Ｓ Ｒ Ｃ 造

体 育 館

雨 天 訓 練 場

訓 練 塔 （ 主 ）

宿泊施設 (３階 )

梯子車進入訓練室　高所活動・人命検索訓練施設　

2,106.25㎡

1,091.22㎡

594.84㎡

屋 外 訓 練 場

煙道訓練施設　　間口1.0ｍ×1.0ｍ

中高層建物防御訓練施設　斜め救助訓練施設

梯子車注水訓練室　積載梯子上救出訓練施設　

障害突破　垂直降下訓練施設

7,800㎡　（120ｍ×65ｍ）　　　１周200ｍグラウンド

25m×５コース　水深１．５ｍ～３．０ｍ
容量630ｍ3　　採水口４箇所（ポンプ車用）　　機械室・便所（34.43㎡)

Ｂ塔

　　Ａ塔　　

消防学校の概要

教 育 訓 練

名 称 規模・構造

地下１階建

油火災消火訓練施設（耐火レンガ造）　　直径3ｍ×高さ0.5ｍ
防火訓練壁　　幅14ｍ×高さ4ｍ　　受水槽20㎡

地上８階建

その他施設

模擬火災訓練家屋　（可搬式プレハブ型模擬ハウス）
山岳救助訓練施設　（25ｍ×60ｍ）

鉄骨造２階建

鉄骨平屋建
訓練場（救助、ポンプ操法訓練施設）

延べ面積（㎡）

3,249㎡
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福
  

井
敦

賀
美

方
南

  
越

若
  

狭
大

  
野

勝
  

山
鯖

江
丹

生
嶺

  
北

永
平

寺
そ

の
他

合
  

計

  
初

任
教

育
（
第

５
８

期
）
　

　
 

R
5　

4
．

5～
9．

2
7

1
2
0

8
3
5

1
0

2
5

3
1

1
5

4
1

3
2

初
級

幹
部

科
　

　
　

　
 

（
第

４
５

期
）

R
5 

12
.4

～
12

.1
5

1
0

7
0

2
2

2
2

1
1

3
2

中
級

幹
部

科
　

　
　

　
 

隔
年

実
施

に
よ

り
未

実
施

上
級

幹
部

科
　

　
　

　
 

（
第

１
６

期
）

R
5 

6.
20

～
6.

22
3

2
1

2
2

1
3

1
1

2
2

1
1
5

警
防

科
　

　
　

　
 

隔
年

実
施

に
よ

り
未

実
施

特
殊

災
害

科
（
第

１
１

期
）

R
5 

11
.1

4
～

1
1
.2

2
7

4
9

2
2

2
2

1
1

3
2

1

予
防

査
察

科
（
第

１
９

期
）

R
6 

2.
1～

2.
15

1
0

7
0

4
2

1
2

1
1

3
2

1
6

危
険

物
科

隔
年

実
施

に
よ

り
未

実
施

火
災

調
査

科
（
第

２
５

期
）

中
止

（
能

登
半

島
地

震
）

救
助

科
　

　
　

　
　

　
 

（
第

４
７

期
）

R
5 

10
.4

～
11

.7
2
3

1
6
1

2
2

2
2

1
1

3
4

1
1
8

救
急

科
（
第

３
１

期
）

R
6 

1.
25

～
3.

18
3
6

2
5
2

4
5

7
4

1
1

3
7

1
2

3
5

水
難

救
助

科
　

　
　

　
 

（
第

２
７

期
）

R
5 

8.
22

～
9.

6
1
2

8
4

2
3

1
2

2
2

1
1
3

特
別

講
座

等
（
下

記
公

開
講

座
に

記
載

）

操
法

指
導

員
教

育
　

　
 

R
5 

4.
18

～
4.

19
2

1
4

5
4

4
4

1
2

4
4

3
3
1

起
震

車
操

作
員

教
育

（
新

規
養

成
）
　

 
R

5 
5.

29
1

3
3

4
3

2
1

2
2

4
2
1

2
2
4

1
,5

5
9

3
6

2
8

2
8

2
6

9
1
1

3
0

3
3

9
2

2
1
2

初
級

幹
部

科
R

5 
11

.1
1
～

1
1
.1

2
2

1
2

4
6

2
7

6
2

3
4

2
3
6

指
揮

幹
部

科 現
場

指
揮

課
程

R
5 

11
.2

5
～

1
1
.2

6
2

1
4

3
5

3
4

3
2

2
1

3
2
6

分
団

指
揮

課
程

R
5 

11
.2

8
～

1
1
.2

9
2

1
0

2
4

3
6

2
2

4
3

3
2
9

消
防

団
員

指
導

員
教

育
（
日

消
）
　

R
5 

10
.2

8
～

1
0
.2

9
2

1
2

1
3

3
4

1
1

2
2

1
1
8

8
4
8

1
0

1
8

1
1

2
1

1
2

7
1
1

1
0

9
1
0
9

自
主

防
災

組
織

指
導

員
教

育
R

5 
10

.2
1

4
7

7

女
性

防
火

ク
ラ

ブ
員

教
育

　
　

　
 

R
6 

3.
3

1
6

3
4

2
2

5
3

5
2
4

2
1
0

3
4

2
2

5
3

5
7

3
1

2
3
4

1
,6

1
7

4
9

4
6

4
3

4
9

2
1

2
0

4
6

4
6

2
3

9
3
5
2

上
級

幹
部

科
R

5 
 6

.2
1

1
4

3
4

1
2

4
2

3
4

1
3
3

特
殊

災
害

科
R

5 
 1

1
.1

6
1

4
4

5
5

5
1

3
2

5
2

3
2

通
信

指
令

員
教

育
R

5　
1
2.

21
1

3
6

4
2

4
2

4
7

5
3

3
7

救
急

科
R

6 
 3

.6
1

4
4

4
4

4
4

2
2

4
4

3
2

4
1
5

1
7

1
7

2
3

1
7

7
1
1

1
4

1
8

1
0

1
3
4

2
3
8

1
,6

3
2

6
6

6
3

6
6

6
6

2
8

3
1

6
0

6
4

3
3

9
4
8
6

第
１

表
　

令
和

５
年

度
　

　
消

防
本

部
別

受
講

者
数

区 分
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

項
　

　
　

目
　

教
育

訓
練

の
種

類
実

施
年

月
日

教
育

実
日

数

公
開

講
座

合
計

消
防

本
部

名

総
合

計

小
計

公
　

開
　

講
　

座

特 別 教 育

一 般 ・

そ の 他
小

計

合
計

消 防 団 員

専 科 教 育

小
計

消 防 職 員

幹
部

教
育

延
時

間
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区 担 当 講 師 別 時 間 数

分 学　校 県 消　防 専　門

32 120 835 540 54 196 45
15 10 70 21 11 17 21

隔年実施
15 3 21 2 13 6

隔年実施
16 7 49 6 10 33
16 10 70 11 3 53 3

隔年実施
中止

18 23 161 17 8 109 27
35 36 252 9 5 61 177
13 12 84 3 74 7
31 2 14 2 12
21 1 3 3

212 224 1,559 614 91 535 319

36 2 12 10 2

現場指揮課程 26 2 14 1 13
分団指揮課程 29 2 10 6 4

18 2 12 11 1

109 8 48 28 1 13 6

7 1 4 4

女性防火クラブ員教育 24 1 6 5 1

31 2 10 9 1

352 234 1,617 651 92 548 326

33 1 4 4
32 1 4 4
37 1 3 3
32 1 4 4

134 4 15 15

総　　　　合　　　　計 486 238 1,632 651 92 548 341

第３表　令和５年度消防大学校派遣者数

派遣者数
（第 69期 ） 1
（ 第 70期 ） 1
（ 第 71期 ） 1
（ 第 86期 ） 1
（第110期） 1
（第111期） 1
（ 第 85期 ） 1
（ 第 84期 ） 1
（第113期） 1
（ 第 42期 ） 1
（ 第 16期 ） 1
（ 第 27回 ） 1
（ 第 12回 ） 1
（ 第 12回 ） 1
（ 第 22回 ） 1
（ 第 12回 ） 1
（ 第 6 回 ） 1

17

　　　嶺北消防

　　　鯖江・丹生消防

　　　福井市消防
指 揮 隊 長 コ ー ス 　　　嶺北消防

火 災 調 査 科 　　　嶺北消防

Ｎ Ｂ Ｃ コ ー ス 　　　福井市消防
航 空 隊 長 コ ー ス 　　　防災航空事務所

合　　　　　　　　計

　　　消防学校
救 助 科 　　　若狭消防

危 機 管 理 ・ 国 民 保 護 コ ー ス 　　　福井市

救 急 科 　　　永平寺町消防
予 防 課 　　　福井市消防

新 任 教 官 科 　　　福井市消防

警 防 科

高度救助・特別高度救助コース

査察業務マネジ メ ン ト コ ー ス

救急科

水難救助科（第２７期）

初級幹部科

消
防
職
員

中級幹部科

起震車操作員教育（新規養成）

特殊災害科（第１１期）

初任教育（第５８期）　　 

警防科

公
開
講
座

予防査察科（第１９期）

救助科（第４７期）

特殊災害科

特別教育

通信指令員教育

初級幹部科

合　　　　計

自主防災組織指導員教育

救急科（第３１期）

小　　　計

操法指導員教育

消防団指導員教育（日消）

小　　　計

第２表　令和５年度　消防学校教育訓練実施状況

公　開　講　座　合　計

上級幹部科

小　　　計

教育実日数入校者数

上級幹部科（第１６期）

危険物科（第３６期）専科教育
火災調査科

　  　　　　　　　　　　　　　　　　項　目
教育訓練の種類

一
般
・

そ
の
他

消
防
団
員

指揮幹部科

教育時間数

幹部教育

学　　　　　　　　　　科 備　　　　　　　　　　考

　　　敦賀美方消防

　　　鯖江・丹生消防

上 級 幹 部 科

　　　南越消防幹　　　　　　　　部　　　　　　　　科

　　　消防学校
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 防  災  編  



 

 



１　令和５年中の災害発生状況　

（１）人的被害

　　　死者０人、重傷者５人、軽傷者２７人

（２）住家被害

　　　全壊１棟、半壊０棟、一部破損１棟、床上浸水１６棟、床下浸水１２３棟

第１表　令和５年中の災害発生状況

落雷 大雪 融雪 大雨 大雪

1月24日 1/26～2/6 3/12～3/13 6/28～7/13 12/22～12/23

人 5 5

人 21 6 27

棟 1 1

棟 0

棟 1 2 3

棟 16 16

棟 123 123

棟 1 1

棟 1 1

ha 20.95 20.95

箇所 1 98 99

箇所 1 1

箇所 1 1 66 68

落雷 大雪 融雪 大雨 大雪

1月24日 1/26～2/6 3/12～3/13 6/28～7/13 12/22～12/23

箇所 1 25 26

戸 0

箇所 78 78

箇所 47 47

箇所 0

箇所 1 1

箇所 2 2

箇所 3 3

箇所 0

箇所 0

世帯 16 16

人 40 40

千円 464,567 464,567

千円 11,790 2,534,578 8,517,265 11,063,633

千円 9,360 9,360

団体 5 5

千円 4,727 4,727

千円 11,790 2,534,578 8,995,919 11,542,287

4 4

0

人 94 239 41 374

人 414 4 418

農業用施設

林道

水産業施設

上下水道

山腹施設

災害救助法適用市町

消防職員出動延人数

被害総額

都 道 府 県 設　置

災害対策本部 解　散

災害対策本部設置市町

公共建物
非住家

田

橋りょう

その他

流失・埋没

住

家

被

害

全壊

半壊

一部破損

床下浸水

床上浸水

負
傷
者

重　傷

区分

人
的
被
害

軽　傷

消防団員出動延人数

農林水産業施設

公共施設被害市町村数

道　　路

砂　　防

第１章　災害の発生状況

公共土木施設

その他の公共施設

り災世帯数

り災者数

計
災害名

計

そ

の

他
　　　　　　　　災害名

水　　道

区分

そ

の

他

河　　川

法面崩壊

ダム小放流ゲート

牧場放牧地法面

その他被害

そ

の

他

発生年月日

発生年月日発生年月日
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年月日 種 類 被 害 状 況 気 象 状 況 

（日降水量） 

春江 125.5mm 14 日 

越廼 111.0mm 14 日 

三国 108.5mm 14 日 

勝山 105.0mm 14 日 

福井 103.5mm 14 日 

 

 

 

2020 

(令2) 

6.27～ 

6.28 

大雨 (1)公共土木施設被害 

43,407 千円 

梅雨前線の影響により 28 日は非常に激しい

雨が降り、大雨となった所があった。 

（日最大 1 時間降水量） 

越廼 50.0mm 28 日 02 時 13 分 

福井 36.5mm 28 日 02 時 40 分 

美山 36.0mm 28 日 03 時 23 分 

（日降水量） 

越廼 97.0mm 28 日 

福井 78.5mm 28 日 

美山 57.5mm 28 日 

 

 

 

2020 

(令2) 

7.8 

大雨 (1)住家被害 床下浸水  3 棟 活発な梅雨前線の影響により大雨となった

所があった。 

（日最大 1 時間降水量） 

九頭竜 29.5mm 8 日 03 時 42 分 

敦賀  26.5mm 8 日 05 時 07 分 

今庄  19.5mm 8 日 05 時 30 分 

（日降水量） 

九頭竜 80.0mm 8 日 

敦賀  53.0mm 8 日 

今庄  53.0mm 8 日 

 

 

 

2020 

(令2) 

7.10～ 

7.14 

大雨 (1)公共土木施設被害 

71,287 千円 

梅雨前線が日本付近に停滞した影響により

大雨となった所があった。 

（日最大 1 時間降水量） 

三国 21.5mm 11 日 05 時 16 分 

春江 19.5mm 11 日 06 時 39 分 

美山 19.0mm 11 日 05 時 47 分 

（日降水量） 

九頭竜 68.5mm 13 日 

勝山  51.0mm 13 日 

春江  42.5mm 11 日 

今庄  42.5mm 13 日 

 

 

 

2020 

(令2) 

9.4 

地震 (1)人的被害 軽傷    13 人 福井県嶺北を震源とする地震 

9 月 4 日 09 時 10 分 

M5.0 深さ 7km 

北緯  36 度 06.9 分 

東経 136 度 11.3 分 

震度 5 弱 坂井市 

震度 4 福井市、あわら市 

震度 3 鯖江市、永平寺町、越前町、越前市 
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年月日 種 類 被 害 状 況 気 象 状 況 

2020 

(令2) 

12.19～ 

12.20 

大雪 (1)人的被害 軽傷    2 人  12 月 14 日～20 日にかけて、強い冬型の気

圧配置となり、上空には強い寒気が流れ込ん

だ影響により奥越では大雪となった。 

(日降雪量最大値) 

大野  24cm 12 月 16 日 

九頭竜 40cm 12 月 16 日 

(最深積雪) 

大野  45cm 12 月 20 日 

九頭竜 77cm 12 月 18 日 

 

 

 

 

2020 

(令2) 

12.31～ 

2021 

(令3) 

1.1 

大雪 (1)人的被害 軽傷    1 人 12 月 31 日から 1 月 1 日にかけて、強い冬型

の気圧配置となり、上空には強い寒気が流れ

込んだ影響により大雪となった。 

(日最大降雪量) 

福井  10cm 12 月31日 

武生  10cm  1 月 1 日 

大野  21cm  1 月 1 日 

九頭竜 36cm  1 月 1 日 

今庄  27cm 12 月31日 

敦賀  18cm 12 月31日 

小浜  12cm 12 月31日 

(最深積雪) 

福井  17cm 12 月31日 

武生  18cm  1 月 1 日 

大野  63cm  1 月 1 日 

九頭竜 98cm  1 月 1 日 

今庄  35cm  1 月 1 日 

敦賀  22cm  1 月 1 日 

小浜  11cm 12 月31日 

 

 

 

 

2021 

(令3) 

1.2～ 

3.7 

大雪 (1)人的被害 死者      8 人 

重傷     17 人 

軽傷     77 人 

(2)住家被害 全壊      2 棟 

            半壊         1 棟 

          一部破損   192 棟 

      床上浸水   2 棟 

床下浸水    14 棟 

(3)非住家被害 その他   12 棟 

(4)その他 道路      2 箇所 

(5)その他 河川       1 箇所 

(6)公共土木施設被害 

589,051 千円 

(7)災害対策本部設置市町 

福井市、大野市、勝山市、 

坂井市、永平寺町 

 

 

1 月 8 日から 1 月 9 日にかけて、強い冬型の

気圧配置となり、嶺北を中心に大雪となった。 

(日最大降雪量) 

福井   54cm  1 月 9 日 

武生   32cm  1 月 8 日 

大野   63cm  1 月 8 日 

九頭竜  52cm  2 月 17 日 

今庄   39cm  1 月 10 日 

敦賀   23cm  2 月 18 日 

小浜    4cm  1 月 29 日、2 月 9 日 

(最深積雪) 

福井  107cm  1 月 9 日 

武生   64cm  1 月 10 日 

大野  166cm  1 月 11 日 

九頭竜 187cm  1 月 10 日 

今庄   91cm  1 月 10 日 

敦賀   26cm  2 月 18 日 

小浜    4cm  1 月 2 日、1 月 30 日 

        2 月 9 日 
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年月日 種 類 被 害 状 況 気 象 状 況 

2021 

(令3) 

7.6～ 

7.7 

大雨 (1)その他 河川      1 箇所 

(2)公共土木施設被害 

 10,640 千円 

 活発な梅雨前線の影響により大雨となった 

所があった。 

（日最大 1 時間降水量） 

越廼  36.0mm  7 日 05 時 52 分 

九頭竜 27.5mm  7 日 06 時 19 分 

大野  22.0mm  7 日 06 時 24 分 

（日降水量） 

越廼  72.5mm  7 日 

九頭竜 56.0mm  7 日 

美山  45.5mm  7 日 

大飯  45.5mm  7 日 

 

 

 

2021 

(令3) 

7.15 

大雨 (1)その他 河川      1 箇所 

(2)公共土木施設被害 

20,643 千円 

上空に流れ込んだ寒気の影響により、大気

が不安定となった。 

（日最大 1 時間降水量） 

武生  18.0mm 15 日 16 時 11 分 

美浜   9.0mm 15 日 19 時 27 分 

大飯   6.5mm 15 日 15 時 14 分 

（日降水量） 

武生  18.0mm 15 日 

美浜   9.0mm 15 日 

大飯   9.0mm 15 日 

 

 

 

2021 

(令3) 

7.29 

大雨 (1)人的被害 軽傷      1 人 

(2)住家被害 半壊         1 棟 

      床上浸水  16 棟 

床下浸水    47 棟 

(3)非住家被害 その他    1 棟 

(4)その他 田 流失・埋没 480ha 

田 冠水        47ha 

(5)その他 学校     2 箇所 

(6)その他 道路     71 箇所 

(7)その他 河川      41 箇所 

(8)その他 砂防     25 箇所 

(9)その他 水道       170 戸 

(10)農林水産業施設被害 

94,219 千円 

(11)公共土木施設被害 

1,055,177 千円 

(12)その他被害   4,362 千円 

 

29 日は、台風第 8 号から変わった日本海の

低気圧に向かって、暖かく湿った空気が流入

し、また、東日本上空約 6000 メートルの氷点

下 6 度以下の寒気が北陸地方に流れ込んだ。

このため、大気の状態が非常に不安定となり、

福井県では嶺北を中心に大雨となった。 

（日最大 1 時間降水量） 

福井  44.0mm 29 日 06 時 17 分 

越廼   34,0mm 29 日 08 時 12 分 

美山  25.5mm 29 日 01 時 51 分 

（日降水量） 

福井  107.0mm 29 日 

越廼  91.5mm 29 日 

春江  60.0mm 29 日 

 

 

 

 

 

 

2021 

(令3) 

8.9 

台風 

9号 

(1)人的被害 軽傷      1 人 

 

台風第 9 号は、8 日午後 8 時過ぎに鹿児島県

枕崎市付近に上陸し、9 日 5 時過ぎに広島県呉

市付近に再上陸した後、9 日 9 時に中国地方で

温帯低気圧に変わった。 

（日最大 1 時間降水量） 

美山 18.0mm  9 日 21 時 04 分 

小浜 15.5mm  9 日 5 時 18 分 

（日降水量） 

武生 54.0mm  9 日 

美山 46.5mm  9 日 
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年月日 種 類 被 害 状 況 気 象 状 況 

（日最大風速（9 日）） 
三国 16.3m/s(南)  15 時 11 分  

福井 14.8m/s(南南西)18 時 20 分 

春江 14.4m/s(南)   17 時 20 分 

（日最大瞬間風速（9 日）） 
三国 30.2m/s(南)    18 時 16 分  

福井 27.2m/s(南南西)17 時 44 分 

春江 23.7m/s(南南西)18 時 23 分 

越廼 23.7m/s(南)  17 時 39 分 

 

 

 

2021 

(令3) 

8.14 

大雨 (1)その他 道路      1 箇所 

(2)その他 河川       5 箇所 

(3)その他 砂防      4 箇所 

(4)公共土木施設被害 

145,906 千円 

 

 本州付近に停滞した活発な前線の影響によ

り、大雨となった。 

（日最大 1 時間降水量） 

福井  31.0mm 14 日 06 時 47 分 

武生  28.0mm 14 日 06 時 53 分 

大飯   23,5mm 14 日 06 時 48 分 

（日降水量） 

大飯   93.0mm 14 日 

武生   91.5mm 14 日 

小浜  86.5mm 14 日 

 

 

 

2021 

(令3) 

12.18～ 

12.28 

大雪 (1)人的被害 重傷    1 人 

軽傷      7 人 

 

上空に強い寒気が流れ込み、26 日から 27 日

にかけて断続的に雪が降った。 

(日最大降雪量) 

福井   14cm  12 月 25 日 

武生   19cm  12 月 26 日、12 月 27 日 

大野   28cm  12 月 19 日 

九頭竜  36cm  12 月 27 日 

今庄   28cm  12 月 18 日 

敦賀   16cm  12 月 27 日 

小浜   34cm  12 月 26 日 

(最深積雪) 

福井   33cm  12 月 27 日 

武生   35cm  12 月 27 日 

大野   46cm  12 月 28 日 

九頭竜  57cm  12 月 27 日、12 月 28 日 

今庄   41cm  12 月 27 日 

敦賀   26cm  12 月 27 日 

小浜   47cm  12 月 27 日 

 

 

2022 

(令和4) 

1.20 

大雪 (1)人的被害 軽傷    1 人 日本付近は、冬型の気圧配置となっている。

北陸地方の上空約 5500 メートルに、氷点下 36

度以下の強い寒気が流れ込んだ影響で大気の

状態が非常に不安定となり嶺北の山地を中心

に大雪となった。 

(日降雪量最大値（20 日）) 

九頭竜  43cm  

大野    43cm  

今庄    30cm  

武生    22cm  

福井    14cm  

敦賀     4cm  

小浜     3cm  
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年月日 種 類 被 害 状 況 気 象 状 況 

(最深積雪最大値（20 日）) 

九頭竜 151cm 

大野    99cm 

今庄    72cm 

武生    30cm 

福井    28cm 

小浜     5cm 

敦賀     4cm 

 

 

 

2022 

(令和4) 

2.16～ 

2.17 

大雪 (1)人的被害 重傷    2 人 

軽傷    1 人 

(2)公共土木施設被害 

19,795 千円 

日本海の低気圧や寒気の影響で日本 海側

を中心に大雪となった。 

(日降雪量最大値) 

福井  18cm 2 月 16 日 

武生  17cm 2 月 16 日 

大野  56cm 2 月 16 日 

九頭竜 49cm 2 月 16 日 

今庄  19cm 2 月 17 日 

小浜   8cm 2 月 17 日 

敦賀  15cm 2 月 17 日 

(最深積雪最大値) 

福井   25cm 2 月 17 日 

武生   24cm 2 月 17 日 

大野  124cm 2 月 17 日 

九頭竜 198cm 2 月 17 日 

今庄  80cm 2 月 17 日 

小浜   8cm 2 月 17 日 

敦賀  15cm 2 月 17 日 

 

 

 

2022 

(令和4) 

3.26 

暴風 (1)人的被害 重傷    1 人 

(2)住家被害 半壊    1 棟 

       一部破損   2 棟 

日本海の低気圧が発達したため、日本海側

を中心に広範囲で南よりの暴風となった。 

(日最大風速) 

敦賀 18.2m/s(南南東)14時35分 

三国 17.5m/s(南南東)15時40分 

(日最大瞬間風速) 

美浜 29.8m/s(東南東)14時16分 

敦賀 29.7m/s(南東)14 時 21 分 

 

 

2022 

(令和4) 

7.3 

大雨 (1)公共土木施設被害 

24,305 千円 

気圧の谷と湿った空気の影響で、大気の状

態が不安定となった。 

＜日最大 1 時間降水量＞ 

福井  70.0mm  3 日 19 時 36 分 

勝山  40.5mm  3 日 20 時 29 分 

美山  35.0mm  3 日 19 時 41 分 

大野  33.5mm  3 日 20 時 17 分 

＜日降水量＞ 

福井  102.5mm 

勝山    63.0mm 

大野   53.0mm 

武生   49.0mm 

 

 

 

-53-



年月日 種 類 被 害 状 況 気 象 状 況 

2022 

(令和4) 

8.4～ 

8.5 

大雨 

【 福 井

県 災 害

対 策 本

部設置】 

(1)住家被害 全壊        8 棟 

半壊    70 棟 

  一部破損    1 棟 

床上浸水  85 棟 

床下浸水 184 棟 

(2)非住家被害 その他   14 棟 

(3)農林水産業施設被害 

305,000 千円 

(4)公共土木施設被害 

6,148,801 千円 

(5)その他被害      2,000 千円 

(6)災害対策本部設置市町村 

敦賀市、勝山市、大野市、鯖江市、

越前市、南越前町、越前町 

8 月 4 日から 5 日は、日本海から北陸地方を

通って日本の東にのびる前線がゆっくり南下

した。日本の南に中心を持つ高気圧の縁をま

わる暖かく湿った空気が前線に向かって流れ

込んだ影響や、上空の寒気の影響で大気の状

態が不安定となった。4 日昼前には奥越で猛烈

な雨が降り、激しい雨が同じ場所で降り続い

たことから「線状降水帯」が発生した。5 日明

け方から朝にかけて嶺北南部や嶺南東部に

次々と発達した積乱雲が流れ込み、断続的に

猛烈な雨が降り記録的な大雨を観測した。 

＜日最大 1 時間降水量＞ 

今庄  74.0mm 5 日 09 時 13 分 

美浜  66.0mm 5 日 06 時 58 分 

九頭竜 65.5mm 4 日 07 時 31 分 

勝山  56.0mm 4 日 09 時 27 分 

大野  56.0mm 4 日 09 時 17 分 

＜期間降水量（3 日～5 日）＞ 

今庄  426.0mm 

武生  233.5mm 

大野  219.5mm 

九頭竜 206.5mm 

福井  189.0mm 

美山  186.0mm 

勝山  182.0mm 

 

 

 

2022 

(令和4) 

12.23～ 

12.24 

大雪 (1)人的被害 軽傷    1 人 12 月 23 日から 24 日にかけて、上空の強い

寒気が南下し冬型の気圧配置が強まった。

JPCZ が嶺北を南下したため、23 日夜から 24

日明け方にかけて、断続的に活動が活発な雪

雲が流れ込み、奥越を中心に大雪を観測した。 

(日降雪量最大値) 

福井  14cm 12 月 23 日 

武生  11cm 12 月 23 日 

大野  28cm 12 月 23 日 

九頭竜 29cm 12 月 24 日 

今庄  11cm 12 月 24 日 

敦賀   2cm 12 月 24 日 

(最深積雪最大値) 

福井   20cm 12 月 24 日 

武生    9cm 12 月 24 日 

大野   64cm 12 月 24 日 

九頭竜  87cm 12 月 24 日 

今庄  33cm 12 月 24 日 

敦賀   2cm 12 月 24 日 

 

 

 

2023 

(令和5) 

1.27～ 

1.30 

大雪 (1)人的被害 重傷    2 人 

軽傷    17 人 

(2)住家被害 一部破損  1 棟 

 

1月 27日から 30日にかけて冬型の気圧配置

が続くなか、同じ地域に次々と発達した雪雲

が流れ込み、28 日未明には嶺南西部、28 日

夜遅くには嶺南東部、29 日夜にかけて嶺北で、

3 時間降雪量が 10-15 センチを観測し、短時間

に降雪が強まった。特に、嶺南東部では、28

日昼過ぎから強い降雪が続き、夜遅くには若
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年月日 種 類 被 害 状 況 気 象 状 況 

狭湾から嶺南東部にかけて JPCZ が出現し降雪

がさらに強まった。このため、29 日未明には

山地で警報基準を上回る大雪を観測し、幹線

道路では通行止めが発生した。 

(日降雪量最大値) 

福井  25cm 1 月 28 日 

武生  26cm 1 月 28 日 

大野  30cm 1 月 29 日 

九頭竜 23cm 1 月 30 日 

今庄  24cm 1 月 30 日 

小浜  19cm 1 月 28 日 

敦賀  25cm 1 月 28 日 

(最深積雪最大値) 

福井   61cm 1 月 29 日 

大野   93cm 1 月 30 日 

九頭竜 139cm 1 月 30 日 

今庄  59cm 1 月 30 日 

小浜  32cm 1 月 28 日 

敦賀  37cm 1 月 29 日 

 

 

 

 

2023 

(令和5) 

6.28～ 

6.29 

大雨 (1)公共土木施設被害 

118,876 千円 

6 月 28 日から 29 日は、暖かく湿った空

気や上空の寒気の影響で大気の状態が非常に

不安定となった。このため、29 日未明から明

け方にかけて嶺北南部や嶺南東部で非常に激

しい雨が降った所があった。 

＜日最大 1 時間降水量＞ 

今庄  59.0mm 29 日 02 時 59 分 

敦賀  52.5mm 29 日 03 時 42 分 

武生  22.5mm 29 日 01 時 50 分 

 越廼  20.5mm 28 日 23 時 33 分 

 

＜期間降水量（28 日～29 日）＞ 

今庄  147.5mm 

敦賀  136.5mm 

武生   80.5mm 

越廼   64.5mm 

 

 

 

 

2023 

(令和5) 

7.12～ 

7.13 

大雨 (1)住家被害 全壊    1 棟 

       一部破損  1 棟 

       床上浸水  16 棟 

       床下浸水 133 棟 

(2)非住家被害 その他  1 棟 

(3)農林水産業施設被害 

747,661 千円 

(4)公共土木施設被害 

2,107,672 千円 

(5)その他の公共施設被害 

7,824 千円 

(6)その他被害 

6,189 千円 

日本海にのびる梅雨前線が、12 日から 13

日にかけて北陸地方をゆっくり 南下し、福井

県付近に停滞した。この前線に向かって太平

洋高気圧の縁を回って暖かく湿った空気が流

入した。また、北陸地方の上空に寒気が流れ

込んだ影響もあり、大気の状態が非常に不安

定となった。特に 13 日未明から朝にかけては

嶺北や嶺南東部で雷を伴って非常に激しい雨

が降り、アメダス三国と越廼では日最大１時

間降水量が観測史上 1 位の値を更新する大雨

となった。この大雨の影響により、嶺北を中

心に土砂災害や浸水害などが発生した。また、

道路の通行止めや交通機関の運休などライフ

ラインへの大きな影響があった。 
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年月日 種 類 被 害 状 況 気 象 状 況 

＜日最大 1 時間降水量＞ 

越廼  69.0mm 13 日 04 時 54 分 

三国  66.0mm 13 日 01 時 19 分 

大野  49.0mm 13 日 05 時 38 分 

福井  47.5mm 13 日 04 時 46 分 

武生  44.5mm 13 日 05 時 33 分 

勝山  44.0mm 13 日 05 時 15 分 

 

＜期間降水量（12 日～13 日）＞ 

三国  159.5mm 

越廼  142.0mm 

美山  135.5mm 

勝山  132.5mm 

大野  131.5mm 

武生  121.0mm 

福井  118.5mm 

2023 

(令和5) 

12.21～ 

12.22 

大雪 (1)人的被害 軽傷    6 人 

(2)住家被害 一部破損  2 棟 

12 月 21 日から 23 日にかけては上空に強い

寒気が入り冬型の気圧配置が強ままった。特

に 21 日夜から 22 日朝にかけては、海上から

のびる発達した雪雲（JPCZ：日本海寒帯気団

収束帯）により断続的に強い降雪となり、嶺

北北部と奥越を中心に大雪となった。また、

22日夕方から 23日朝にかけては嶺北南部から

嶺南東部にかけても降雪が強まり、大雪と

なった。 

(日降雪量最大値) 

福井  28cm 12 月 22 日 

武生  26cm 12 月 22 日 

大野  55cm 12 月 22 日 

九頭竜 53cm 12 月 22 日 

今庄  26cm 12 月 23 日 

敦賀  23cm 12 月 23 日 

(最深積雪最大値) 

福井  38cm 12 月 23 日 

武生  21cm 12 月 23 日 

大野  61cm 12 月 23 日 

九頭竜 77cm 12 月 22 日 

今庄  41cm 12 月 23 日 

敦賀  29cm 12 月 23 日  
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  第２章 令和５年の天候概況 

 

１ 天候の特徴 

◇ 年(1月～12月) の概況 

  冬 

1月は上旬と下旬に寒気の影響を受けて雨や雪の日が多く、中旬は高気圧に覆われて晴れ、

暖かい空気に覆われて寒暖の差が大きくなった。2月は冬型の気圧配置が長続きせず、寒気

の影響が少なく、嶺南を中心に気温の高い日が多くなった。 

  春 

3月～5月は、寒気の影響を受けにくかったことや、高気圧に覆われて晴れた日が多くな

ったが、天気は数日の周期で変化した。 

  夏 

6月～7月は、前線や低気圧の影響で曇りや雨の日が多くなった。また、前線の活動が活

発となり、大雨となった日があった。7月下旬から8月は太平洋高気圧に覆われて晴れた日

が多く、南から暖かい空気が流れ込みフェーン現象も発生した。その結果、8月は月平均気

温が越廼を除いて統計開始以来1位となる記録的な高温となった。 

  秋 

9月は、高気圧に覆われやすく晴れた日が多かったことや、温かい空気に覆われやすかっ

たため残暑が厳しく、月平均気温が全ての地点で統計開始以来1位となる記録的な高温とな

った。10月～11月は暖かい空気や寒気の影響で寒暖の差が大きくなり、低気圧や前線の影

響で大雨となった日があった。 

  冬 

12月は、冬型の気圧配置や低気圧の影響で雨や曇りの日が多く、下旬は強い寒気が流れ

込んだ影響で、大雪となった所もあった。 

 

 平均気温 降水量 日照時間 

官署 
本年 

（℃） 

平年差

（℃） 
階級区分 

本年

（mm） 

平年比

（％） 
階級区分 

本年 

（h） 

平年比

（％） 
階級区分 

福井 16.2 1.4 かなり高い 2498.0 109 平年並 1955.5 118 かなり多い 

敦賀 16.9 1.3 かなり高い 2417.5 110 多い 1906.2 119 かなり多い 

 ※平年差（比）は、平年値（1991年～2020年の30年平均値）から求めています。 
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◇ 梅雨入り・明け 

梅雨入り 梅雨明け 

令和 5年（注 1） 平年 令和 5年（注 1） 平年 

6月 9日ごろ（0） 6月 11日ごろ 7月 21日ごろ（0） 7月 23日ごろ 

（注1）梅雨の入り・明けには平均的に5日間程度の遷移期間があり、その遷移期間のおおむね中日をもって「○○日ごろ」と表

現した。記号の意味は、(+)*：かなり遅い、(+)：遅い、(0)：平年並、(-)：早い、(-)*：かなり早い、の階級区分を表す。 

 

◇ 台 風 

台風の年間発生数は平年より少ない17個(平年値25.1個)となり、日本への接近数は平年より

少ない9個（平年値11.7個）、上陸数は1個（平年値3.0個）。北陸地方への接近数は2個（平

年値2.8個）となった。 

 

【台風発生数・上陸数】 

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
 

11 12 合計 
平年

値 

発生    1 1 1 3 6 2 2 
 

 1 17 25.1 

上陸（注1）        1   
 

  1 3.0 

北陸地方に

接近した台

風 

       1 1  

 

  2 2.8 

（注1）「上陸」は台風の中心が北海道、本州、四国、九州の海岸線に達した場合を指します。 
※台風の中心が新潟県、富山県、石川県、福井県のいずれかの気象官署から300km以内に入った場合を「北陸地方に接近した台

風」としています。 

※接近は2か月にまたがる場合があり、各月の接近数の合計と年間の接近数とは必ずしも一致しません。 

 

２ 月別気象概況 

◇ 2023年 月別気象概況 

１月 

今期間は、はじめと終わりは冬型の気圧配置や寒気の影響で雨や雪の日が多くなった。 

中頃は高気圧に覆われて晴れた日もあった。また、中旬は暖かい空気に覆われやすかった一方、

下旬は強い寒気の影響を受けやすかったため、気温の変動が大きくなった。 

平均気温は、福井、春江で平年より高く、その他の地点では平年並となった。 

降水量は、九頭竜で平年よりかなり少なく、勝山、大野、美山、今庄で平年より少なく、三 

国、福井、武生、敦賀で平年並となり、その他の地点では平年より多くなった。 

日照時間は、敦賀で平年より少なく、三国、越廼、勝山で多く、その他の地点では平年並と 

なった。 

 

２月 

高気圧と低気圧が交互に通過して天気は数日の周期で変化した。なお、冬型の気圧配置は長続

きせず、平均気温は嶺南中心に高くなった。 
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平均気温は、今庄、敦賀、美浜、小浜で平年より高く、その他の地点では平年並となった。 

降水量は、春江、今庄で平年並、美山、美浜、小浜、大飯で平年よりかなり少なく、その他の

地点では平年より少なくなった。 

日照時間は、三国、勝山、大野で平年並、その他の地点では平年より多くなった。 

 

３月 

 天気は数日の周期で変化したが、高気圧に覆われて晴れた日が多くなった。南から暖かい空

気が流れ込んだ影響で、月の平均気温は、全ての地点で3月として最も高くなった。 

平均気温は、全ての地点で平年よりかなり高くなった。 

降水量は、越廼で平年並となり、その他の地点では平年より少なくなった。 

日照時間は、全ての地点で平年よりかなり多くなった。 

 

４月 

天気は数日の周期で変化した。上旬から中旬は、暖かい空気に覆われやすく、また南からの暖

かい空気が流れ込んだ影響で20日は全ての地点で夏日となった。寒気の影響で、気温の低い日も

あり気温の変動が大きい月となった。 

平均気温は、全ての地点で平年より高くなった。 

降水量は、勝山、大野、美山、武生、小浜、大飯で平年並、その他の地点では平年より多くな

った。 

日照時間は、福井、勝山、大野で平年より多く、その他の地点では平年並となった。  

 

５月 

 天気は数日の周期で変化したが、高気圧に覆われて晴れた日が多くなった。また、7日から8

日と29日は前線や低気圧の影響で奥越を中心に大雨となった所があった。 

平均気温は、三国、福井、今庄、敦賀、美浜で平年より高く、その他の地点では平年並となっ

た。 

降水量は、大野、大飯でかなり多く、その他の地点では平年より多くなった。 

日照時間は、三国、小浜で平年並、その他の地点では平年より多くなった。 

 

６月 

高気圧に覆われて晴れた日もあったが、前線や低気圧の影響で曇りや雨の日が多くなった。ま

た、前線の活動が活発となり、大雨となった日もあった。 

平均気温は、三国で平年よりかなり高く、大野で平年並となり、その他の地点では平年より高

くなった。 

降水量は、九頭竜、美浜、小浜、大飯で平年より多く、その他の地点では平年よりかなり多く

なった。 

日照時間は、美浜、小浜で平年より少なく、その他の地点では平年並となった。 

 

７月 

上旬から中旬は、北陸付近に梅雨前線が停滞した影響で曇りや雨の日が多くなった。特に12

日から13日は、前線の活動が活発となり、嶺北と嶺南東部では大雨となった。また、下旬は、太
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平洋高気圧に覆われて晴れた日が続いたことや暖かい空気に覆われた影響で、日最高気温35度以

上の猛暑日が続いた所があった。 

平均気温は、大野で平年より高く、その他の地点では平年よりかなり高くなった。 

降水量は、三国、敦賀で平年より多く、小浜で平年より少なく、その他の地点では平年並とな

った。 

日照時間は、三国、越廼、小浜で平年より多くなり、その他の地点では平年よりかなり多くな

った。 

 

８月 

 太平洋高気圧に覆われて晴れた日が多くなった。また、南から暖かい空気が流れ込みやすく、

フェーン現象も発生したため、月平均気温が越廼を除いて統計開始以来で１位の高温となった。 

平均気温は、全ての地点で平年よりかなり高くなった。 

降水量は、九頭竜で平年より多く、敦賀、小浜で平年並となり、福井、美山、武生で平年より

かなり少なく、その他の地点では平年より少なくなった。 

日照時間は、大野で平年並となり、その他の地点では平年より多くなった。  

 

９月 

 暖かい空気に覆われたため、全ての地点で月平均気温の値が9月として統計開始以来１位の高

温となった。6日は熱帯低気圧による湿った空気や前線の影響で、また、18日には上空の寒気や

湿った空気の影響で大雨となった所があり、嶺北では両日とも猛烈な雨が降った。 

平均気温は、全ての地点で平年よりかなり高くなった。 

降水量は、越廼、勝山、大野、小浜、大飯で平年より少なく、その他の地点では平年並となっ

た。 

日照時間は、全ての地点では平年並となった。 

 

１０月 

 天気は数日の周期で変わり、高気圧に覆われて晴れた日もあったが、前線や低気圧の影響によ

り雨や雷雨となった日もあった。 

平均気温は、三国、敦賀、美浜、小浜で平年並、その他の地点では平年より低くなった。 

降水量は、三国、春江、越廼、福井、美山、勝山、武生で平年より多く、その他の地点では平

年並となった。 

日照時間は、勝山、今庄、小浜で平年よりかなり多く、その他の地点では平年より多くなった。  

 

１１月 

上旬を中心に高気圧に覆われて晴れた日が多くなったが、中旬以降は低気圧の通過後に上空の

寒気が入り大気の状態が不安定となり、荒れた天気となった日もあった。また、月を通して気温

の変動が大きくなり、特に中旬は、この時期として強い寒気が入ったため、嶺北では大雨となっ

た所があった。 

平均気温は、三国で平年よりかなり高く、その他の地点では平年より高くなった。 

降水量は、小浜で平年より少なく、敦賀、大飯で平年並、越廼、福井、武生、今庄で平年より

かなり多く、その他の地点では平年より多くなった。 
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日照時間は、大野で平年並、小浜で平年よりかなり多く、その他の地点では平年より多くなっ

た。 

 

１２月 

高気圧に覆われて晴れた日もあったが、冬型の気圧配置や低気圧の影響で曇りや雨又は雪の降

った日が多くなった。特に下旬は冬型の気圧配置が強まり、大雪となった日があった。 

平均気温は、春江、勝山、大野で平年並、小浜で平年よりかなり高く、その他の地点では平年

より高くなった。 

降水量は、美浜で平年より少なく、大飯、小浜で平年よりかなり少なく、武生、大野、今庄、

敦賀で平年並となり、その他の地点では平年より多くなった。 

日照時間は、今庄で平年並、美浜、小浜で平年よりかなり多く、その他の地点では平年より多

くなった。 
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第３章 防 災 訓 練 の 実 施 状 況 

 

Ⅰ 総合防災訓練 

 

令和５年度福井県総合防災訓練を次のとおり実施した。 

 

１ 目 的 

災害対策基本法および福井県地域防災計画に基づき、防災関係機関が協力して迅速・的確

に応急対策が実施できるよう、訓練会場の特色を活かした実践的な防災訓練を行い、併せて

住民の防災に対する意識の高揚を図ることを目的に実施した。 

 

２ 日時、場所 

令和５年１０月７日（土）８時３０分～１２時００分 

   ■主訓練会場    三国体育館（坂井市三国町） 

 ■サテライト会場  福井空港（坂井市春江町） 

           三国北小学校（坂井市三国町） 

           三国運動公園（坂井市三国町） 

           三国サンセットビーチ（坂井市三国町） 

           福井港（坂井市三国町） 

 

３ 主 催 
福井県、坂井市 

 

４ 想  定   

 福井県沖を震源とする震度７の地震発生後、坂井市およびあわら市の沿岸部に最大２ｍの

津波が到達 

 

５ 参加機関 約１００機関（約１,３００人） 

（１）国の行政機関 

東京管区気象台福井地方気象台、総務省北陸総合通信局、近畿地方整備局福井河川国道

事務所、北陸地方整備局敦賀港湾事務所、近畿地方整備局舞鶴港湾事務所、敦賀海上保

安本部 

 

-62-



（２）自衛隊関係 

自衛隊福井地方協力本部、陸上自衛隊第１４普通科連隊、陸上自衛隊第３７２施設中隊、

海上自衛隊舞鶴地方総監部 

 

（３）警察関係 

福井県警察本部、坂井西警察署、中部管区警察局福井県情報通信部 

 

（４）消防関係 

福井県消防長会、福井市消防局、嶺北消防組合消防本部、永平寺町消防本部、大野市消

防本部、勝山市消防本部、鯖江・丹生消防組合消防本部、南越消防組合消防本部、敦賀・

美方消防組合消防本部、若狭消防組合消防本部、(公財)福井県消防協会 、嶺北消防組合

坂井消防団 

 

（５）医療関係   

(一社)福井県医師会、福井県看護協会、日本赤十字社福井県支部、福井県赤十字血液セ

ンター、敦賀医療センター、福井県立病院、福井県済生会病院、福井大学医学部付属病

院、福井総合病院、福井勝山総合病院、市立敦賀病院、杉田玄白記念公立小浜病院、（公

財）松原病院 

 

（６）交通運輸関係 

福井県トラック協会、福井県倉庫協会、赤帽福井県軽自動車運送協同組合 

 

（７）ライフライン関係 

北陸電力(株)福井支店、北陸電力送配電(株)福井支社、(一社)福井県ＬＰガス協会、福

井県高圧ガス地域防災協議会、(一社)日本コミュニティーガス協会近畿支部、坂井市管

工業協同組合、（株）道端組、福井県石油業協同組合 

 

（８）報道関係 

   福井放送（株） 

 

（９）各種関係機関 

西日本電信電話（株）福井支店、（株）NTT フィールドテクノ、ＫＤＤＩ（株）、ソフト

バンク（株）、楽天モバイル（株）、（株）ＮＴＴドコモ、大塚製薬（株）、（一財）北陸電
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気保安協会福井地区本部、中日本高速道路株式会社金沢支社、福井県建築工業会、（有）

ダイキョウコーポレーション、（公財）福井県国際交流協会、坂井市国際交流協会、（一

社）福井県タクシー協会、坂井市赤十字奉仕団 

 

（１０）他県関係 

    岐阜県、富山県、石川県 

 

（１１）地元地区関係 

坂井市 

 

 

６ 主な訓練項目 

（１）現地合同調整所運営訓練（被害情報の収集、情報に基づく各機関との調整） 

（２）合同救出救助訓練（海上自衛隊、海上保安庁、消防の連携による水難救助） 

（３）避難所運営訓練（ＬＩＮＥやマイナンバーカード等を活用した避難所受付） 

（４）広域医療搬送訓練（救急車およびヘリによる傷病者の搬送） 

（５）救援物資輸送訓練（陸海空での広域物資輸送） 
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1 福井空港（エリアA）

No. 訓練項目

1 SCU設置運営訓練

2 広域物資搬送調整訓練

3
血液緊急輸送訓練
（岐阜県→福井空港）

4
広域物資搬送訓練
（県外→福井空港→福井埠頭㈱）

2 三国北小学校（エリアB）

No. 訓練項目

5 指定避難所開設運営訓練

6 住民避難訓練、避難誘導訓練

7 福祉アセスメント訓練

8 炊出し訓練

9 停電時電源応急対応訓練

10 避難所通信構築訓練

11 外国人避難訓練、外国人避難者支援訓練

12
広域物資搬送訓練
（福井埠頭㈱→三国北小学校）

13
要配慮者移送支援訓練
（三国北小→健康管理センター）

※その他、体験・展示あり

3 三国体育館駐車場（エリアC）

No. 訓練項目

14 現地合同調整所（陸上）設置運営訓練

令和5年度　福井県総合防災訓練　訓練項目
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15 災害情報広報訓練

16 交通規制訓練

17 吊り上げ救助訓練

18 ヘリ・ドローン・オフロードバイク等による被害状況確認および情報伝達訓練

19 架橋訓練

20 道路啓開訓練

21 土砂埋没家屋救助訓練

22
水防訓練①
（排水ポンプ車）

23
水防訓練②
（軽量土のう積み）

24 多数傷病者対応訓練

25 列車事故救助訓練

26 中高層建物救助訓練

27
血液緊急輸送訓練
(福井空港→三国体育館駐車場)

28 ドローンによる物資搬送訓練

29 LPガス漏洩緊急出動・応急処置訓練

30 水道管復旧訓練

31 火災防ぎょ訓練

32 各種体験・展示

4 三国運動公園陸上競技場（エリアD）

No. 訓練項目

33
広域物資搬送訓練
（県外→三国運動公園陸上競技場）

34 広域医療搬送訓練

5 三国運動公園健康管理センター（エリアE）
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No. 訓練項目

35 福祉避難所開設運営訓練

36 要配慮者避難訓練

37 保健所運営訓練

38
広域物資搬送訓練
（福井埠頭㈱→健康管理センター）

39
要配慮者移送支援訓練
（三国北小→健康管理センター）

6 三国サンセットビーチ（エリアF）

No. 訓練項目

40 現地合同調整所（海上）設置運営訓練

41 複数ドローンによる被害状況確認および映像伝送訓練

42 要救助者海面救助訓練

43 船上要救助者救出訓練

44 要救助者水中検索救助訓練

7 福井港（エリアG）

No. 訓練項目

45 地域内輸送拠点開設運営訓練

46
広域物資搬送訓練
（県外港→福井港→福井埠頭㈱）

8 その他

47 石油燃料供給訓練
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令和５年度 福井県原子力総合防災訓練 実施結果 

 

１ 目  的 

 福井県原子力防災計画および福井県広域避難計画要綱に基づき、国、県、関係市町、防災関係機関および地

域住民が一体となった原子力総合防災訓練を実施し、国、地方公共団体、原子力事業者、関係機関における初

動対応の確立、防災体制の確認、住民避難体制や緊急時医療措置等の災害対策の習熟、原子力災害対策に係る

要員の技能の習熟および原子力防災に関する住民理解の促進を図ることを目的とする。 

 

 

２ 実 施 日 

令和５年１０月２０日（金） ８：３０～１５：３０ 

    １０月２１日（土） ８：００～１５：００ 

 

３ 対象発電所 

関西電力株式会社 高浜発電所 

 

 

４ 場  所 

高浜町、おおい町、小浜市、若狭町の訓練実施市町 

 

 

５ 訓練参加数 

  （機 関） 約１００機関 約２，０００人 

  （住 民） 避難訓練参加    ６１９人 

        屋内退避参加  ５，１００人 

 

 

６ 事故想定 

 高浜発電所１号機において、京都府北部を震源とした地震による外部電源喪失後、原子炉冷却材の漏えい

が発生。さらに設備故障等により非常用炉心冷却装置による原子炉への全ての注水が不能となり、全面緊急

事態となる。 

 

 

７ 参加・協力機関（順不同） 

（１）指定行政機関 

内閣府、原子力規制委員会 等 

 

（２）指定地方行政機関 

気象庁福井地方気象台、近畿地方整備局福井河川国道事務所、海上保安庁第八管区海上保安

本部、敦賀海上保安部、小浜海上保安署、陸上自衛隊中部方面総監部、陸上自衛隊第１０師

団司令部、陸上自衛隊第１４普通科連隊、陸上自衛隊第１０飛行隊、陸上自衛隊第３７２施

設中隊、陸上自衛隊水陸機動団、海上自衛隊舞鶴地方総監部、海上自衛隊第１輸送隊、海上

自衛隊第２３飛行隊、航空自衛隊中部航空方面隊、航空自衛隊小松救難隊、自衛隊福井地方
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協力本部 等 

  

（３）指定公共機関 

日本原子力研究開発機構 等 

 

（４）自治体関係 

福井県、京都府、滋賀県、兵庫県、関西広域連合 

福井県高浜町、おおい町、小浜市、若狭町、敦賀市、鯖江市、越前市、越前町 

滋賀県高島市 

京都府舞鶴市、綾部市 

兵庫県宝塚市、三田市、猪名川町 

  

（５）警察関係 

福井県警察本部、小浜警察署 等 

 

（６）消防関係 

若狭消防組合消防本部、敦賀美方消防組合消防本部、福井市消防局等 

 

（７）学校関係 

福井県教育委員会、高浜町教育委員会、おおい町教育委員会、小浜市教育委員会、若狭町教育委員会 等 

 

（８）医療機関関係 

(一社)福井県医師会、(一社)福井県薬剤師会、(公社)福井県診療放射線技師会、福井赤十字病院、福井県立

病院、福井大学医学部附属病院、地域医療機能推進機構若狭高浜病院、広島大学 等 

 

（９）福祉関係 

高浜町社会福祉協議会、公立小浜病院組合、医療法人東山会、社会福祉法人友愛会、社会福祉法人ふくい福

祉事業団、社会福祉法人嶺南福祉会、(独)地域医療機能推進機構 等 

 

（10）交通運輸関係 

(公社)福井県バス協会、(一社)福井県トラック協会、中日本高速道路㈱金沢支社、西日本高速道路㈱関西支

社、敦賀海陸運輸㈱、小浜貨物自動車㈱ 等 

 

（11）漁業関係 

大島漁業協同組合、若狭高浜漁業協同組合、小浜市漁業協同組合 等 

   

（12）その他 

㈱ＮＴＴドコモ北陸支社、ＫＤＤＩ㈱北陸総支社、ソフトバンク㈱、楽天モバイル㈱、 

㈱コネクター・ジャパン、㈱サイバーエージェント、㈱ＡＩ ＳＨＩＦＴ、 

北陸地方非常通信協議会、大塚製薬㈱、㈱バロー、福井県民生活協同組合 等 

 

（13）原子力事業者関係 

関西電力㈱、日本原子力発電㈱、日本原子力研究開発機構、関電プラント㈱ 等 
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８ 住民参加 

 ○ＰＡＺ １５９人 

避難元 避難先 人数 

高浜町  在宅 敦賀市 あいあいプラザ 9人 

外国人 高浜町 (有)かつみソーイング → 高浜小学校 19人 

一般  兵庫県宝塚市 宝塚市総合福祉センター 33人 

兵庫県三田市 三田市立駒ヶ谷運動公園体育館 50人 

兵庫県猪名川町 猪名川町文化体育館 13人 

(孤立地域からの搬送訓練 )  関電音海HP（ヘリ） 

→ 海上自衛隊舞鶴基地 

     → 三田市立駒ヶ谷運動公園体育館 

20人 

日引漁港（ヘリ）→ 和田マリーナ 

     → 三田市立駒ヶ谷運動公園体育館 
3人 

小黒飯・難波江（高機動車）→ エルどらんど 

     → 三田市立駒ヶ谷運動公園体育館 
12人 

 

 ○ＵＰＺ ４６０人 

避難元 避難先 人数 

高浜町 一般 兵庫県三田市 三田市立駒ヶ谷運動公園体育館 33人 

兵庫県猪名川町 猪名川町文化体育館 7人 

(孤立地域からの搬送訓練 )  長井浜海水浴場（LCAC）→ 輸送艦おおすみ 36人 

和田マリーナ（ヘリ）→ 輸送艦おおすみ 4人 

おおい町 一般  敦賀市 敦賀市立体育館 177人 

(孤立地域からの搬送訓練 )  大島漁港（船舶）→ 小浜漁港 

            → 敦賀市立体育館 
12人 

小浜市 一般 

  

  

越前市 越前市万葉中学校 79人 

鯖江市 鯖江市鳥羽小学校 44人 

(孤立地域からの搬送訓練 )  泊HP（ヘリ）→ 若狭HP 3人 

福祉施設 

  

鯖江市 アクール若狭 → みどり荘 6人 

越前市 やすらぎの郷 → 若越みどりの村 9人 

若狭町 一般 越前町 越前町立城崎小学校 47人 

(孤立地域からの搬送訓練 )  旧岬小学校（ヘリ）→ 敦賀港鞠山南HP 3人 

 

ＰＡＺ・ＵＰＺ 総計 619人 

 

屋内退避 5,100人 

 

参加住民 5,719人 
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９ 訓練項目 

（１）住民避難訓練 

ア 県内外の避難先施設への避難 

県内避難 ４４８人（PAZ： ２８人、UPZ：４２０人） 

県外避難 １７１人（PAZ：１３１人、UPZ： ４０人） 

イ 自衛隊車両、民間バス、自家用車による住民等の陸路からの避難 

陸上自衛隊高機動車２台、県バス協会バス３４台、自家用車５７台 

ウ 自衛隊、海上保安庁等のヘリコプターおよび船舶による住民等の空路、海路からの避難 

［空路］陸上自衛隊ヘリ １機、海上自衛隊ヘリ １機、航空自衛隊ヘリ １機、 

    県防災ヘリ １機 

［海路］海上自衛隊船舶 ２隻、海上保安庁船舶 ２隻 

エ 避難車両中継所における自衛隊車両等から民間バスへの乗継 

オ 消防団等による自家用車避難済み住民等の確認 

 

（２）避難所開設運営訓練 

ア 避難所の設置運営および受入マニュアル等に基づく避難者受入の実施 

イ 県外への避難における受入訓練の実施  

３施設（宝塚市総合福祉センター（兵庫県宝塚市）、三田市立駒ヶ谷運動公園体育館（兵庫県三田

市）、猪名川町文化体育館（兵庫県猪名川町）） 

ウ 避難元、避難先自治体における情報伝達の確認および福井県、兵庫県との連携 

エ 避難者の受付（避難退域時検査受検の有無の確認も含む） 

オ 避難先施設における避難者への健康状態の確認 

カ 災害時応援協定に基づく県トラック協会による物資の調達、搬送 

キ 飲料水・飲食物の供給 

ケ 避難時における避難住民への事故状況等説明の実施 

 

（３）避難行動要支援者避難訓練 

ア 児童園児の保護者への引渡し 

イ 入院患者、福祉施設入所者等の避難先施設への搬送 

  小浜市  ２施設（アクール若狭、やすらぎの里） 

ウ 在宅の要配慮者の避難先となる福祉避難所への搬送 

     高浜町：敦賀市あいあいプラザ 

オ 消防、市町社協、福祉施設、原子力事業者が保有する救急車や福祉車両による搬送 

     福祉車両 ９台 

カ 放射線防護のための換気設備を使用した屋内退避 

キ 避難先施設における避難者への健康状態の確認 

ク 警察による避難車両のパトカー先導 

 

（４）原子力災害医療措置訓練 

ア 福井県緊急時医療本部等の設置・運営 

イ 避難経路上における安定ヨウ素剤の緊急配布 

  (1）一時集合場所におけるバス車内での配布  

    配布場所および配布数（８箇所、３１９人） 

   （エルどらんど、はまかぜ交流センター、おおい町総合町民センター、ふるさと交流センター、里山文
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化交流センター、西津コミュニティセンター、加斗小学校、野木小学校） 

  （2）自家用車に対するドライブスルー方式の配布 

配布場所および配布数（ ４箇所、１０８人） 

    （高浜町保健福祉センター、おおい町総合町民福祉センター、若狭合同庁舎、若狭町役場三方庁舎） 

ウ スクリーニングおよび簡易除染の実施 

    実施場所および対象数等（２箇所、４２７人） 

    （敦賀市総合運動公園、あやべ球場） 

    自衛隊による車両除染の実施 

エ 発電所内で発生した被ばく患者の原子力災害拠点病院（福井県立病院、福井大学病院）への搬送※実搬

送は福井県立病院のみ 

オ 原子力事業者、原子力災害医療協力機関の参画 

カ 広島大学（高度被ばく医療支援センター）との連携 

 

（５）屋内退避訓練 

ア ＵＰＺ住民による自宅等での屋内退避行動（戸締、情報収集等）の実施 

イ 避難に備え、非常用持出品（保険証、常備薬等）の準備 

ウ 家屋倒壊により屋内退避できない住民による近隣の指定避難所への退避 

エ 屋内退避の意義等の理解促進活動の実施（ケーブルテレビにおいて啓発番組の放送） 

 

（６）複合災害対応訓練 

ア 複合災害時における防災関係機関間の情報伝達、対応要請の確認 

イ 自衛隊、海上保安庁等による住民避難の支援 

 

（７）緊急時通信連絡訓練 

ア 発電所から事故状況の通報連絡 

イ 国から県および関西広域連合、関係市町への通報連絡、避難指示等の伝達 

ウ 県、関係市町から自衛隊、海上保安庁、警察、消防、その他関係機関への通報連絡 

エ 事故発生から応急処理、復旧までの通信伝達、収受等 

オ 携帯型映像伝送装置等を利用した画像伝送 

カ 京都府警ヘリの映像伝送システムを利用した画像伝送 

キ 北陸地方非常通信協議会等による情報伝達  

 

（８）災害対策本部等運営訓練 

ア 福井県庁、各市町庁舎、高浜原子力防災センターに災害対策本部等の設置・運営、情報

収集・連絡体制を構築 

イ 災害対策本部等による住民に対する情報提供の実施 

（ケーブルテレビ、防災行政無線屋外拡声器、個別受信機、緊急情報メール、スマートフ

ォンアプリ等による地域住民・立入者等への広報） 

ウ テレビ会議システム等を活用し災害対策本部と現地災害対策本部との対策会議等の実施 

 

（９）原子力防災センター運営訓練 

  ア 高浜原子力防災センターへの要員派遣 

  イ 現地事故対策連絡会議、原子力災害合同対策協議会の開催（実施方針の決定等） 

  ウ 各機能班の活動 
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  エ 県および市町現地災害対策本部等と各機能班との連携 

  オ 住民等の避難状況の確認 

  カ 防護措置方針に基づいた応急対策（避難先等の決定、避難手段の確保など） 

 

（10）緊急時モニタリング訓練 

ア 緊急時モニタリングセンター等の設置･運営 

イ 緊急時モニタリング実施計画、緊急時モニタリング指示書の作成 

ウ 固定観測局および電子線量計観測局を活用したＵＰＺ内の線量率の測定 

エ モニタリングカー、サーベイメータを活用した避難範囲の特定のための線量率の測定 

オ 「緊急時モニタリング情報共有システム（ラミス）」を活用した関係機関との情報共有 

カ 固定観測局等のバックアップとしての可搬型モニタリングポストの設置および測定 

キ 環境試料の採取、受入 

ク 福井県モニタリング本部（高浜原子力防災センター）の設置･運営および後方支援 

ケ 原子力事業者間の相互応援による職員派遣および資機材の提供 

コ モニタリング要員被ばく管理および資機材等の汚染管理 

 

（11）自衛隊災害派遣運用訓練 

  ア 高浜原子力防災センターへの連絡要員の派遣 

  イ 住民の避難支援【再掲】 

  ウ スクリーニング会場における車両除染の実施【再掲】 

 

（12）交通対策等措置訓練 

  ア 主要交差点等における渋滞抑制対策の実施 

    〔実施場所〕 

     高浜町  ２箇所（高浜町日置交差点、高浜町和田ビーチ交差点） 

     小浜市  １箇所（小浜市岡津交差点） 

イ 福井県警ヘリくずりゅうによる高浜発電所周辺地域の上空調査 

ウ 道路管理者による道路点検の実施 

エ 福井県警察本部のオフロードバイクによる避難地域の情報収集活動 

  オ 福井県警察警備艇わかさによる美浜発電所周辺の海上警備 

  カ 立入制限措置 

  キ 警察によるスクリーニング会場周辺道路における交通誘導 

 

（13）発電所事故制圧訓練 

  ア 緊急時活動レベル（ＥＡＬ）による通報連絡訓練 

  イ 本店および発電所における緊急時対策本部設置・運営 

  ウ 規制庁ＥＲＣとの連携 

  エ 発電所における重大事故等発生時の対応 

  オ 原子力緊急事態支援組織の参画 

  カ 現地支援拠点等の支援体制の確立 

 

-73-



Ⅲ
　
過
去
５
年
間
の
総
合
防
災
訓
練
等
の
実
施
状
況

種
別

年
度

令
和

元
2

3
4

5

日
　

　
時

令
和

元
年

1
1
月

1
日

（
金

）
、

2
日

（
土

）
令

和
２

年
１

１
月

１
４

日
（
土

）
令

和
３

年
１

１
月

１
３

日
（
土

）
令

和
４

年
１

０
月

８
日

（
土

）
令

和
５

年
１

０
月

７
日

（
土

）

場
　

　
所

中
部

縦
貫

道
、

真
名

川
憩

い
の

島
粟

野
ス

ポ
ー

ツ
セ

ン
タ

ー
鯖

江
市

日
野

川
河

川
敷

九
頭

竜
川

河
川

敷
、

勝
山

市
体

育
館

三
国

体
育

館
 他

主
　

　
催

消
防

庁
 福

井
県

 福
井

県
消

防
長

会
 緊

急
消

防
援

助
隊

中
部

ブ
ロ

ッ
ク

訓
練

実
行

委
員

会
福

井
県

、
敦

賀
市

福
井

県
、

鯖
江

市
福

井
県

、
勝

山
市

福
井

県
、

坂
井

市

参
加

機
関

1
7
0

9
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

訓
練

種
目

7
5

4
5

5
0

4
3

4
8

想
　

　
定

奥
越

地
域

に
お

け
る

大
雨

お
よ

び
地

震
に

よ
る

複
合

災
害

大
雨

と
地

震
に

よ
る

災
害

大
雨

と
地

震
に

よ
る

災
害

大
雨

と
地

震
に

よ
る

災
害

津
波

を
含

む
地

震
災

害

参
加

人
員

2
,0

0
0

7
0
0

1
,0

5
0

1
,1

5
0

1
,3

0
0

日
　

　
時

令
和

４
年

１
０

月
２

３
日

（
日

）

場
　

　
所

福
井

臨
海

地
区

石
油

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト
等

特
別

防
災

区
域

お
よ

び
そ

の
周

辺
海

域

主
　

　
催

福
井

県
石

油
コ

ン
ビ

ナ
ー

ト
等

防
災

本
部

参
加

機
関

1
8

訓
練

種
目

2
8

想
　

　
定

地
震

と
津

波
に

よ
る

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト
災

害

参
加

人
員

約
3
0
0

日
　

　
時

令
和

元
年

８
月

３
０

日
（
金

）
、

３
１

日
（
土

）
令

和
２

年
８

月
２

７
日

（
木

）
令

和
３

年
１

０
月

２
９

日
（
金

）
、

３
０

日
（
土

）
令

和
4
年

1
1
月

4
日

(金
)～

6
日

(日
)

令
和

5
年

1
0
月

2
0
日

(金
)、

2
1
日

(土
)

訓
　

　
　

練
対

象
施

設
関

西
電

力
(株

)
美

浜
発

電
所

関
西

電
力

(株
)

大
飯

発
電

所
、

高
浜

発
電

所
関

西
電

力
(株

)
美

浜
発

電
所

関
西

電
力

(株
)

美
浜

発
電

所
関

西
電

力
(株

)
高

浜
発

電
所

主
　

　
催

福
井

県
福

井
県

福
井

県
福

井
県

福
井

県

参
加

機
関

1
0
0

4
0

1
0
0

1
5
0

1
0
0

訓
練

種
目

1
3

1
0

1
3

想
　

　
定

全
交

流
電

源
喪

失
お

よ
び

原
子

炉
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

り
、

全
面

緊
急

事
態

に
至

り
、

放
射

性
物

質
放

出

全
交

流
電

源
喪

失
お

よ
び

原
子

炉
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

り
、

全
面

緊
急

事
態

に
至

り
、

放
射

性
物

質
放

出

全
交

流
電

源
喪

失
お

よ
び

原
子

炉
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

り
、

全
面

緊
急

事
態

に
至

り
、

放
射

性
物

質
放

出

全
交

流
電

源
喪

失
お

よ
び

原
子

炉
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

り
、

全
面

緊
急

事
態

に
至

り
、

放
射

性
物

質
放

出

全
交

流
電

源
喪

失
お

よ
び

原
子

炉
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

り
、

全
面

緊
急

事
態

に
至

り
、

放
射

性
物

質
放

出

参
加

人
員

8
,9

8
8

約
5
0

約
3
2
0

約
6
5
0

約
6
2
0

未
開

催
未

開
催

未
開

催

総 合 防 災 訓 練

（ 総 合 訓 練 ）

原 子 力 防 災 訓 練

総 合 防 災 訓 練

石 油 コ ン ビ ナ ー ト 等
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管内世帯数
(Ａ)

自主防災組織
の組織数

隊員数
組織されている
地域の世帯数

(Ｂ)

組織率
（カバー率）

(Ｂ/Ａ)

福 井 市 106,722 1,143 74,661 102,325 95.9%

敦 賀 市 29,019 89 2,225 26,232 90.4%

小 浜 市 12,192 112 1,324 8,934 73.3%

大 野 市 11,578 181 6,025 11,091 95.8%

勝 山 市 7,072 117 1,189 6,988 98.8%

鯖 江 市 25,499 160 4,408 25,434 99.7%

あ わ ら 市 10,289 110 4,400 9,758 94.8%

越 前 市 31,295 239 80,337 31,295 100.0%

坂 井 市 32,963 328 4,557 25,302 76.8%

永 平 寺 町 6,378 89 3,621 6,378 100.0%

池 田 町 890 19 128 692 77.8%

南 越 前 町 3,361 72 1,049 3,296 98.1%

越 前 町 7,264 67 1,632 5,770 79.4%

美 浜 町 3,643 22 6,930 2,785 76.4%

高 浜 町 4,278 44 784 3,445 80.5%

お お い 町 3,254 46 2,353 2,353 72.3%

若 狭 町 4,951 88 1,292 4,658 94.1%

合計・
平均

300,648 2,926 196,915 276,736 92.0%

Ⅳ　市町別自主防災組織の結成状況

令和５年４月１日現在

管内世帯数：住民基本台帳法に基づく人口、世帯数調べ（令和5年4月1日現在）
隊　員　数：自主防災組織の組織編成において隊員または班員等に位置づけられている実働隊員の総
            数 （令和5年4月1日現在）
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多重系 衛星系

1 1

28 9

坂井上水、日野川上水

小　　計 56

3

28 68

１合同庁舎（福井）合　　庁　　局 1 1

7 ７土木（福井、三国、奥越、丹南、鯖江丹生、敦賀、小浜）

龍ヶ鼻ダム管
※
、龍ヶ鼻ダム下流連絡所

※
、永平寺堰堤

※

合　　　計

可 搬 型 地 球 局

広野ダム管、広野堰堤
※
、桝谷堰堤

※

７消防本部

※鯖江丹生消防・敦賀美方消防は併設局（鯖江市・敦賀市）と共用

健康福祉センター（福井、坂井、奥越、丹南、二州、若狭）、

８町：永平寺、池田、南越前、越前、美浜、高浜、おおい、若狭
市　　町

原子力センター

※福井空港は、併設局（防災航空隊）と共用

※水防無線局を含む

大津呂堰堤※、河内川堰堤※

福井、大野、勝山、永平寺、嶺北、南越、若狭

笹生川ダム管、笹生川堰堤
※
、浄土寺川堰堤

※

県立病院、福井港湾、敦賀港湾、

衛生環境センター、防災航空事務所※

９市：福井、敦賀、小浜、大野、勝山、鯖江、あわら、越前、坂井

福井気象台、鯖江自衛隊、舞鶴自衛隊、敦賀海保、福井海保

日赤福井、福井県医師会、福井火力、福井石油備蓄、原電敦賀

関電美浜・高浜・大飯、ふげん、もんじゅ

オフサイトセンター（敦賀、美浜、大飯、高浜)

ダ ム 管 等 局

7

小　　　計

端
末
局

県出先機関

消防本部

国・公共機
関等

19

12

17

13

統　　制　　局

中　　継　　局 7

支　　部　　局 7

県庁

越知山　　　　　　　　（越前町大谷寺）

岳山　　　　　    　　（美浜町早瀬）

久須夜ヶ岳　　　　　　（小浜市堅海）

村国山　　　　　　　　（越前市村国町）

青葉山　　　  　　　　（高浜町中山）

八ツ杉　　　  　　　　（越前市別印町）

勝山                  （勝山市村岡町）

第４章　防災行政無線利用状況

区　　　　分
局数

１　無線局の現況

　　防災行政無線局等一覧　(令和６年４月１日現在)

　　〔固　定　系〕

設　置　場　所
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設　　置　　場　　所

県庁統制局

中継局（越知山、久須夜ヶ岳、陣ヶ岡、村国山、岳山、青葉山、

　　　　八ツ杉、勝山）

土木事務所（敦賀）

笹生川ダム管

ＦＷＡ(18GHz) 1 坂井合同庁舎

計 12

6 防災航空事務所（可搬用含む）

県庁　３台

土木事務所　42台（福井6台、三国6台、奥越7台、丹南7台、鯖江丹生6台、

　　　　　　　　　敦賀4台、小浜6台）

防災航空事務所

県出先機関８台：健康福祉センター(福井､坂井､奥越､丹南､二州､若狭)

             　 県立病院､防災航空事務所

９市：福井､敦賀､小浜､大野､勝山､鯖江､あわら､越前､坂井

８町：永平寺､池田､南越前､越前､美浜､高浜､おおい､若狭

９消防本部：福井､大野､勝山､永平寺､嶺北､鯖江丹生､南越､敦賀美方､若狭

４防災関係機関：ＮＨＫ福井､福井放送､福井テレビ､ＦＭ福井

携帯型 70 県庁　30台、敦賀土木　20台、小浜土木　20台

携帯型(他機関) 44 原子力センター　３台、地域医療課　41台

小　計 198

ＦＷＡ(18GHz) 1 陣ヶ岡中継局

車載型 1 防災航空事務所

携帯型 10 県庁　1台、防災航空事務所　9台

小　計 11

防 災 移 動 局 携帯型 5 防災航空事務所、400MHｚ防災相互

計 215

消防用 2 防災ヘリコプター

航行運航用 1

携帯基地地球局 固定型 1 県庁局

ヘリコプター局 ヘリ搭載型 1 防災ヘリコプター

計 2

238合　　　計

航　空　機　局

全県移動局
260MHzデジタル

車載型

携　帯　局(ヘリ用)

ヘ
リ
サ
ッ

ト
局

陸

上

移

動

局

消 防 移 動 局

航　　空　　局

38

46

半固定型

〔移　動　系〕

区　　　分 局　　数

陸
　
上
　
基
　
地
　
局

全  県  移  動
260MHzデジタル

11
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２ 利用状況 

 

（１） 一般通話の利用状況                            令和５年中 

区     分 一 年 間 の 総 計 
一 カ 月 当 た り の 

平 均 使 用 回 数 

一  局  当  た  り  の 

月 平 均 使 用 回 数 

支 部 ・ 合 庁 局 ２１８，９７９ １８，２４８   ( ９局) ２，０２８ 

ダ ム 管 等 局 ９，０３５ ７５３   (１１局)      ６８ 

県  出  先  機  関 ４，５１６        ３７６   (１４局)     ２７ 

市   町   ４０５ ３４   (１７局)      ２.０ 

消  防  本  部 １４５ １２   ( ９局)       １.３ 

国  出  先  機  関 ６６ ５.５ ( ５局)      １.１ 

公  共  機  関 ４３  ３.６ ( ９局)      ０.４ 

原 子 力 発 電 所 等 ９０ ７.５ (１０局)      ０.８ 

合      計 ２３３，２７９ １９，４４０   (８４局)    ２３１ 

 

 

（２） 一斉指令の利用状況 

  

  ［指令内容別］                                令和５年中 

区 分 

気  象  関  係 

事務連絡 テスト 合 計 
警 報 注意報 情 報   計 

指 令 回 数 ２０６ １，６２４ ９２０ ２，７５０ ７０５ ３７ ３，４９２ 

前年比（％） ９１ １３０ １１７ １２１ １０８ ４６３ １１９ 

 

［指令種類別］                                令和５年中 

区 分 全 県 県出先 市 町 消 防 その他 合 計 

指 令 回 数 ３，１６７ ２７ ３０３ ２７７ ０ ３，７７４ 

前年比（％） １１８ ２４５ １５１ １５４ ０ １２２ 
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４ 端末局無線通信回数調
令和5年中

無 線 局 通 信 回 数 無 線 局 通 信 回 数 無 線 局 通 信 回 数

福 井 市 24 福 井 消 防 14 福 井 気 象 台 47

敦 賀 市 19 大 野 消 防 13 鯖 江 自 衛 隊 9

小 浜 市 18 勝 山 消 防 20 舞 鶴 自 衛 隊 4

大 野 市 28 永 平 寺 消 防 13 敦 賀 海 保 4

勝 山 市 26 嶺 北 消 防 17 福 井 海 保 2

鯖 江 市 24 鯖江丹生消防 15 国 出 先 計 66

あ わ ら 市 19 南 越 消 防 12 福 井 駅 2

越 前 市 20 敦賀美方消防 16 Ｎ Ｈ Ｋ 福 井 3

坂 井 市 19 若 狭 消 防 25 福 井 テ レ ビ 3

市 計 197 消 防 計 145 福 井 放 送 3

永 平 寺 町 50 福 井 保 健 20 Ｆ Ｍ 福 井 3

池 田 町 29 若 狭 保 健 46 日 赤 福 井 2

南 越 前 町 27 二 州 保 健 88 福 井 県 医 師 会 3

越 前 町 19 丹 南 保 健 1,046 福 井 火 力 6

美 浜 町 26 坂 井 保 健 20 福 井 備 蓄 18

若 狭 町 19 奥 越 保 健 30 公 共 機 関 計 43

お お い 町 24 衛生環境センター 1,290 原 電 敦 賀 11

高 浜 町 14 県 立 病 院 20 関 電 美 浜 10

町 計 208 防 災 航 空 隊 19 関 電 大 飯 9

市 町 計 405 福 井 港 湾 353 関 電 高 浜 7

敦 賀 港 湾 1,006 原子力機構ふげん 6

福 井 空 港 423 原子力機構もんじゅ 10

坂 井 上 水 51 敦賀オフサイト 9

日 野 川 上 水 104 美浜オフサイト 12

県 出 先 計 4,516 大飯オフサイト 7

高浜オフサイト 9

原子力発電所等計 90

※衛星回線による、端末局同士の通信回数はカウントされていない

合 計 5,265

-81-



５ 非常通信訓練実施状況  

  

（１）令和５年度福井県総合防災訓練における非常通信訓練（令和５年１０月６日） 

・坂井市役所から福井県あて往復信 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）原子力総合防災訓練における非常通信訓練（令和５年１０月２０日） 

・福井県から沿岸の船舶に向けて情報発信 

 

 

 

 

 

 

 

                       

                             

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考） 

・ 衛携：衛星携帯電話 

福井県 

危機管理課 

福井県 

無線漁業協同組合 

①県防（ＦＡＸ） 

④県防（ＦＡＸ） ③漁業無線による返答 

②漁業無線による一斉通報 

沿岸小型漁船 

15:00 15:03～15:53 

15:58 

15:02 

16:03 

坂井市 

避難所 

坂井市 

危機管理対策課 

④衛携 ③衛携 

②衛携 

福井県 

危機管理課 

10:00 10:06 

10:17 10:15 

10:04 

10:20 10:12 

10:08 

（参考） 

・ 県防：県防災行政無線（地上系） 

①衛携 
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（３）第８６回全国非常通信訓練（令和５年１１月８日） 

・嶺北北部地方から福井県あて、福井県から内閣府へ往復信。市町～県庁間は衛星携帯電話（ワ

イドスターⅡ）、県庁～陸上自衛隊間は地域衛星通信ネットワーク、陸上自衛隊～防衛省間は

防衛用通信回線、防衛省～内閣府間は中央防災無線を使用。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

        

 

 

 

 

 

（参考） 
・ 中防：中央防災行政無線（地上系） 
・ 防衛：防衛用通信回線 
・ 地星：地域衛星通信ネットワーク 
・ 衛携：衛星携帯電話 

陸
上
自
衛
隊
鯖
江
駐
屯
地 

総
務
省
消
防
庁 

防
災
情
報
室 

地星（音声） 

10:20 

(時刻不明) 
防衛(FAX) 

防衛(FAX) 

10:05 

内 
 

閣 
 

府 

中防(FAX) 

9:56 

 9:26 

地星（音声） 

福
井
市 

越
前
町 

衛携 

衛携 

9:04 

衛携 

10:31 福 

井 

県 
 

危 

機 

管 

理 

課 

あ
わ
ら
市 

坂
井
市 

永
平
寺
町 

防 
 

衛 
 

省 

9:09 

 
衛携 

 

衛携 

 
10:37 

 

10:36 

 

10:32 

 

9:08 

 

10:33 

 9:24 

 

 

9:05 

 

衛携 

 

衛携 

 

衛携 

 

衛携 

 

衛携 

 

中防(FAX) 

10:00 

(時刻不明) 
中防(FAX) 

(時刻不明) 
中防(FAX) 
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第５章 防災ヘリコプターの運航体制 
 

１ 運 航 基 地 

  福井県防災航空事務所（福井空港内） 

 

２ 組  織  図 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 運 航 時 間 

  毎日、午前８時３０分から午後５時１５分まで 

  （ただし、緊急運航の場合は日の出から日没まで） 

 

４ 活 動 業 務 
 

 

 

 

                  
                         Ｂｌｕｅ Ａｒｒｏｗ 主要性能 

機         種 

メ ー カ ー （ 製 造 国 ） 

川崎ＢＫ１１７Ｃ－２ 

川崎重工業（日本） 

エ ン ジ ン 最 大 出 力 １，３８４ＳＨＰ 

エ ン ジ ン 基 数 ２基 

搭 乗 人 員 １１人 

最 大 全 備 重 量 ３，５８５kg 

最 大 搭 載 可 能 重 量 １，７１５kg 

航 続 距 離 ６８５km 

ホ イ ス ト 装 置 ２７０kg 

貨 物 吊 り 下 げ 装 置 １，５００kg 

全 長 １３．０３ｍ 

全          高 ３．９５ｍ 

最 大 速 度 ２７８㎞／ｈ 

航 続 時 間 約３．５ｈ 

着 陸 方 式 スキッド式 

 

運 航 総 括 者         

（防災安全部長） 

運 航 監 督 者          

（消防保安課長） 

委 託 会 社 

（業 務 委 託） 

 

操縦担当 

整備担当 

運航管理担当 

（運航安全管理者） 

緊 急 運 航 

自 隊 訓 練 

一 般 行 政 活 動 

運 航 管 理 責 任 者          

（防災航空事務所長） 

防 災 航 空 隊         
（消防本部派遣） 

 
隊   長 

｜ 
副 隊 長     

｜ 
隊  員 

 

通 常 運 航 

災 害 予 防 活 動 

防災訓練等参加 

そ の 他 

救 急 活 動 

救 助 活 動 

災害応急対策活動 

火災防ぎょ活動 

広域災害応援活動 
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第
１
表
　
福
井
県
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
運
航
実
績
表
（
年
度
別
）

危
険
箇
所

調
査

災
害
予
防

広
報

件
数

2
5

2
6

4
1

6
6
2

1
2
5

3
9

4
4

3
4

2
4
1

時
間

1
0
：
0
1

1
0
:4

6
4
:0

3
3
:1

9
1
1
:0

9
3
9
:1

8
1
5
1
:4

6
2
9
:1

0
1
6
:1

0
5
:0

8
5
:2

3
3
:3

1
2
5
0
:2

6

件
数

2
5

2
4

1
1
1

6
1

1
6
2

3
9

3
1

5
5

2
7
6

時
間

1
3
：
5
1

1
8
:3

1
0
:5

2
1
3
:2

5
4
6
:3

9
1
8
3
:1

1
2
7
:3

0
1
1
:0

8
1
:4

0
7
:4

1
2
:0

3
2
7
9
:5

2

件
数

2
9

2
3

9
1
2

7
3

1
5
8

3
3

3
1

5
4

2
7
7

時
間

1
5
：
2
4

1
9
:3

3
1
3
:１
２

1
3
:2

8
6
1
:3

7
1
8
4
:1

6
2
1
:1

8
1
1
:1

1
1
:4

0
5
:5

4
4
:0

5
2
9
0
:0

1

件
数

2
8

2
9

1
2

6
9

1
3
9

3
3

1
3

4
8

8
2
6
5

時
間

1
2
：
3
5

2
0
:3

2
1
2
:3

5
4
5
:4

2
1
4
6
:2

1
2
6
:3

6
1
:4

3
1
1
:4

3
2
:1

6
8
:0

2
5
:2

6
2
4
7
:4

9

件
数

3
6

3
6

6
7
8

1
6
2

4
0

2
6

3
2
9
1

時
間

1
9
：
3
0

2
6
：
0
8

9
:3

8
5
5
:1

6
1
7
4
：
0
9

2
5
：
3
7

2
:2

4
4
:1

6
2
:3

7
2
6
4
:1

9

件
数

3
7

3
1

1
0

7
8

1
4
2

4
0

2
9

2
2
7
3

時
間

2
0
：
5
0

3
0
：
0
3

1
4
：
4
1

6
5
：
3
4

1
5
2
：
0
4

2
9
：
3
4

3
:1

7
1
0
：
2
6

1
：
2
1

2
6
2
：
1
6

件
数

2
8

4
0

1
1
4

8
3

1
5
2

2
7

1
7

3
2
7
3

時
間

  
  
 1

5
:5

5
  
  
 2

9
:3

7
1
:0

4
1
4
:5

5
  
  
 6

1
:3

1
1
5
9
:4

1
2
0
:2

2
1
:2

6
5
:0

6
1
:3

4
2
4
9
:4

0

件
数

2
1

1
8

1
1

2
1

6
2

1
7
6

3
2

8
4

2
8
2

時
間

1
5
：
1
9

9
：
2
6

0
：
2
5

0
：
2
4

1
2
：
5
6

3
8
：
3
0

1
8
8
：
4
5

2
2
：
5
8

5
：
4
8

1
：
4
4

2
5
7
：
4
5

件
数

2
5

3
6

2
2
8

9
1

1
6
7

2
5

1
1

4
2
9
8

時
間

1
3
：
5
0

2
4
：
2
5

1
：
2
3

2
4
：
2
1

6
3
：
5
9

1
8
3
：
1
5

2
2
：
1
0

6
：
4
9

2
：
2
3

2
7
8
：
3
6

件
数

3
5

4
2

1
2

8
8
8

1
5
5

3
7

1
9

1
3
0
0

時
間

1
6
：
2
6

2
3
：
2
0

1
：
0
7

1
：
5
0

8
：
5
0

5
1
：
3
3

1
7
9
：
3
8

3
1
：
2
9

9
：
3
1

0
：
5
1

2
7
3
：
0
2

件
数

2
7

4
3

5
5

2
4

1
0
4

1
5
8

3
1

7
9

4
3
1
3

時
間

1
0
：
2
6

3
0
：
4
3

3
：
4
6

5
：
4
5

1
4
：
1
9

6
4
：
5
9

1
7
2
：
3
1

2
8
：
4
4

5
：
4
3

7
：
1
4

2
：
0
7

2
8
1
：
1
8

件
数

2
9

3
6

6
3

4
0

1
1
4

1
2
5

2
3

1
5

1
7

4
2
9
8

時
間

1
2
:1

4
1
9
:2

6
4
:0

0
4
:1

5
3
0
:1

6
7
0
:1

1
1
2
9
:0

0
1
7
:1

5
9
:4

7
6
:2

6
2
:3

0
2
3
5
:0

9

件
数

3
1

5
7

3
1
3

1
0
4

1
4
8

2
4

2
1

1
7

1
3
1
5

時
間

9
:2

5
3
8
:3

8
2
:5

0
8
:3

1
5
9
:2

4
1
4
8
:1

0
1
9
:0

2
1
4
:5

1
6
:4

1
1
:0

0
2
4
9
:0

8

※
年
間
の
飛
行
時
間
は
３
０
０
時
間
が
限
度
で
あ
る
が
、
耐
空
検
査
を
年
度
中
に
実
施
し
て
い
る
た
め
、
年
度
合
計
は
３
０
０
時
間
を
超
え
る
場
合
が
あ
る

平
成
２
５
年
度

平
成
２
７
年
度

平
成
２
４
年
度

一
般
行
政

計
火
災
防
御

令
和
４
年
度

令
和
３
年
度

令
和
元
年
度

平
成
２
９
年
度

救
助

災
害
応
急

救
急

令
和
６
年
３
月
３
１
日
現
在

合
　
計

災
害
予
防
活
動

整
備

自
隊
訓
練

令
和
５
年
度

連
携
訓
練

令
和
２
年
度

平
成
２
６
年
度

平
成
２
８
年
度

平
成
３
０
年
度

広
域
災
害

応
援

区
　
分

そ
の
他

防
災
訓
練

参
加

平
成
２
３
年
度

通
　
常
　
運
　
航

緊
　
急
　
運
　
航
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 保  安  編  

 

 

 

 

 

 

 



 



第１章 高圧ガス・液化石油ガス保安 

 

概況 

 高圧ガスは、エネルギー、原料ガスおよび先端技術分野における特殊材料ガ

スなどに利用されるなど、その活用分野は広範囲である。ただし、高圧ガスは

有用な反面、高圧状態であること、さらにガスの種類によって可燃性、支燃性

および毒性などの化学的な特性があるため、大規模な事故や災害を巻き起こす

危険性がある。 

 このため、高圧ガス保安法等の関係法令に基づく許可や届出義務などによる

危害予防のための規制があるほか、高圧ガス事業者および高圧ガス保安協会に

よる自主的な保安活動を促進するための各種の講習会などを通じた保安指導を

実施している。 

 国内全体での高圧ガスの事故は、平成３０年の８７０件をピークに減少傾向

が続いていたが、令和３年、令和４年は前年比増加した。しかし、令和５年は

前年比減少であった。（令和元年６８３件、令和２年６２２件、令和３年６６８

件、令和４年７３３件、令和５年６９３件）。 

なお、内訳で最も多いのが、冷凍設備がある製造事業所での事故（令和元年

３０６件、令和２年２６０件、令和３年２８６件、令和４年３１４件、令和５

年２９１件）である。 

 一方、高圧ガスのうち一般消費者等への販売にかかる液化石油ガス事故につ

いては、全国で平成１８年に２１９件（前年比＋１１４件）と急激な増加を見

せた後は年によって増減の幅はあるものの、おおむね２００件前後で推移し、

令和５年は１９２件（前年比▲６９件）であった。 

 県は、法令遵守はもとより、講習会、保安検査および立入検査などを定期ま

たは随時に実施し、高圧ガス事業者等に対する指導を行なっている。特に、液

化石油ガス事業者に対しては、液化石油ガス設備の点検・調査および改善など

の法令遵守ならびに事故防止対策の徹底の指導などを通じ、一般消費者等の安

全・安心を推進している。 
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第
１
表
　
市
町
別
高
圧
ガ
ス
関
係
事
業
所
数

令
和
６
年
３
月
３
１
日
現
在

大
臣

所
管

知
事

所
管

大
臣

所
管

知
事

所
管

福
井
市

13
20

8
41

2
9

0
22
6
2
55

29
6
10
9

23
3

5
6

55
69

34
4
52
2

8
4

1
2

1
8

1
19

31
10

15
25

5
1

6
3

7

敦
賀
市

7
4

3
14

1
8

0
5
8

76
9
0

26
1

1
1

2
10

14
57

97
3

2
5

1
3

2
15

20
3

5
8

1
2

8
0

小
浜
市

1
2

3
6

5
0

1
8

23
2
9

8
0

0
0

4
6

10
27

45
1

0
1

3
0

3
4

2
0

2
1

0
6

0

大
野
市

0
2

0
2

3
0

2
4

27
2
9

5
0

0
3

3
14

20
33

58
2

0
2

1
0

1
3

1
0

1
1

0
1
2

0

勝
山
市

0
3

1
4

2
0

3
7

39
4
3

2
0

0
0

0
15

15
20

37
0

1
1

4
0

4
5

0
3

3
1

0
1
2

0

鯖
江
市

3
7

0
10

1
4

0
4
4

58
6
8

6
1

0
2

1
23

26
53

85
2

0
2

6
0

6
8

1
7

8
0

0
2
2

1

あ
わ
ら
市

3
1

1
5

9
0

3
5

44
4
9

1
0

0
0

0
9

9
20

30
0

0
0

2
2

4
4

2
2

4
1

0
7

0

越
前
市

16
7

1
24

6
0

9
4
1
00

12
4

22
7

0
1

2
26

29
67

11
8

7
3

1
0

8
0

8
18

10
5

15
0

0
2
3

0

坂
井
市

10
12

3
25

1
6

0
8
3

99
12
4

11
1

0
4

1
39

44
58

11
3

6
3

9
1
2

1
13

22
4

13
17

0
0

4
0

1

市
　
計

53
58

2
0
13
1
10
2

0
61
9
7
21

85
2
19
0

33
4

16
19

19
7
23
6
67
9
11
05

29
13

4
2

6
7

6
73

11
5

33
50

83
10

3
19
3

9

永
平
寺
町

0
1

1
2

3
0

1
4

17
1
9

1
0

0
0

0
4

4
17

22
0

0
0

1
0

1
1

1
0

1
0

0
3

1

池
田
町

1
0

0
1

0
0

2
2

3
0

0
0

0
0

1
1

2
3

0
0

0
2

0
2

2
0

0
0

0
0

1
0

南
越
前
町

1
0

6
7

0
0

5
5

1
2

0
0

0
0

0
3

3
6

9
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

0

越
前
町

3
3

0
6

8
0

1
5

23
2
9

2
0

0
0

1
20

21
12

35
0

0
0

1
0

1
1

0
3

3
0

0
1
8

0

美
浜
町

0
0

1
1

2
0

5
7

8
0

0
0

0
0

2
2

6
8

2
0

2
7

0
7

9
1

0
1

0
0

2
0

高
浜
町

0
1

0
1

6
0

1
3

19
2
0

3
0

0
1

0
1

2
6

11
9

0
9

8
0

8
17

1
0

1
1

0
1

0

お
お
い
町

1
0

0
1

2
0

4
6

7
1

1
0

2
1

0
3

4
8

2
0

2
3

0
3

5
1

0
1

0
0

1
0

若
狭
町

1
3

1
5

2
0

2
6

28
3
3

0
0

0
1

0
7

8
11

19
0

1
1

1
0

1
2

1
3

4
0

0
3

0

町
　
計

7
8

9
24

2
3

0
8
4
1
07

13
1

7
1

0
4

2
38

44
64

11
5

13
1

1
4

2
3

0
23

37
5

6
11

1
0

3
2

1

県
　
計

60
66

2
9
15
5
12
5

0
70
3
8
28

98
3
19
7

34
4

20
21

23
5
28
0
74
3
12
20

42
14

5
6

9
0

6
96

15
2

38
56

94
11

3
22
5

1
0

小
計

計

事
業
所

　
区
分

市
町

製
　
　
造
　
　
事
　
　
業
　
　
者

販
　
　
売
　
　
事
　
　
業
　
　
者
（店

　
舗
　
数
）

第
　
１
　
種

第
　
２
　
種

計

液
化
石
油
ガ
ス

一
般

液
化

石
油

ガ
ス

小
計

小
計

計

冷
凍

水 素 ス タ ン ド

第
　
１
　
種

第
　
２
　
種

貯
蔵
所

一
般

液
化

石
油

ガ
ス

小
計

一
般

液
化

石
油

ガ
ス

両
方

冷
凍

小
計

高
圧
法

の
み

液
石
法
の
み

一
般

（
Ｌ
Ｐ
Ｇ

販
売
を

兼
ね
て

い
る
者

を
含
む
）

容 器 検 査 所
一
般

液
化

石
油

ガ
ス

計
冷
凍

特
定
消
費
事
業
所

オ ー ト ガ ス ス タ ン ド

保 安 機 関
一
般

液
化

石
油

ガ
ス
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第２表　令和５年度高圧ガス保安法申請等状況

件　数

製造許可 1

製造事業届 24

製造変更許可 19

完成検査（変更含む） 19

保安検査 24

販売 販売事業届 8

貯蔵所設置許可 2

貯蔵所設置届 5

貯蔵所変更許可 4

完成検査（変更含む） 6

消費 特定高圧ガス消費届 0

容器検査所登録 0

容器検査所登録更新 0

ガス種類又は圧力の変更 0

112

第３表　令和５年度液化石油ガス法申請等状況

件　数

1

3

0

0

1

80

1

1

0

1

0

1

1

2

92

一般消費者等増加認定

貯蔵施設等設置変更許可

充てん設備変更許可

容器

計

申　請　等　種　別

販売事業登録

申　請　等　種　別

販売事業者認定

貯蔵施設等設置許可

充てん設備許可

計

充てん設備完成検査（変更含む）

保安機関認定

保安機関認定更新

製造

貯蔵

貯蔵施設等完成検査（変更含む）

充てん設備保安検査

販売事業者登録簿閲覧

販売事業者登録簿謄本交付
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第４表　令和５年度高圧ガス製造保安責任者試験実施状況

出願者数 受験者数 合格者数 合格率

（人） （人） （人）

（Ａ） （Ｂ） （Ｂ／Ａ）

全科目受検者 20 17 4 23.5%

科目免除者 5 5 5 100.0%

計 25 22 9 40.9%

全科目受検者 23 19 6 31.6%

科目免除者 2 1 1 100.0%

計 25 20 7 35.0%

全科目受検者 32 28 5 17.9%

科目免除者 19 19 18 94.7%

計 51 47 23 48.9%

全科目受検者 40 33 14 42.4%

科目免除者 23 23 22 95.7%

計 63 56 36 64.3%

全科目受検者 15 12 6 50.0%

科目免除者 3 3 2 66.7%

計 18 15 8 53.3%

全科目受検者 50 42 15 35.7%

科目免除者 8 7 5 71.4%

計 58 49 20 40.8%

全科目受検者 180 151 50 33.1%

科目免除者 60 58 53 91.4%

計 240 209 103 49.3%

受験者区分

乙種化学

乙種機械

計

第三種
冷凍機械

第二種
冷凍機械

丙種化学
（特別丙化）

丙種化学
（液石丙化）

種類
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第５表　令和５年度高圧ガス販売主任者試験実施状況

出願者数 受験者数 合格者数 合格率

（人） （人） （人）

（Ａ） （Ｂ） (Ｂ／Ａ)

全科目
受験者

19 18 8 44.4%

科目
免除者

4 4 4 100.0%

計 23 22 12 54.5%

全科目
受験者

32 28 7 25.0%

科目
免除者

32 31 26 83.9%

計 64 59 33 55.9%

全科目
受験者

51 46 15 32.6%

科目
免除者

36 35 30 85.7%

計 87 81 45 55.6%

第６表　令和５年度液化石油ガス設備士試験実施状況

技能試験
合格者

合格率

全科目 筆記免除 計

（人） （人） （人） （人） （人） （人） （人）

（Ａ） （Ｂ） (Ｂ／Ａ) （Ｃ） （Ｄ） (Ｄ／Ｃ)

9 8 3 37.5% 3 1 4 4 100.0%

第７表　令和５年度高圧ガス関係免状交付状況

乙種化学 乙種機械
丙種化学
(液石丙化)

丙種化学
(特別丙化)

第二種
冷凍機械

第三種
冷凍機械

第一種
販売

第二種
販売

交付数
（件）

9 7 20 36 7 20 14 33

再交付数
（件）

2 1 1 1 2

書換数
（件）

1

計 11 7 20 37 8 21 14 36

種類
受験者
区分

技能試験
受験者

製造保安責任者 販売主任者

第一種
販売
主任者

免状の種
類

筆記試験
合格率

筆記試験
合格者

筆記試験
受験者

出願者

計

第二種
販売
主任者
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第８表 令和５年度液化石油ガス関係免状交付状況 

 

交付数（件） 再交付数（件） 書換数（件） 計 

２０ ０ ９ ２９ 

 

第９表 令和５年高圧ガス事故発生状況 

 

ガスの 

種 類 

事故 

発生日   

事故

発生

市町 

事故の概況 

人的被害 

原 因 死

者 

重

傷 

軽

傷 

酸素 R5.4.6 福井市 

酸素の1.5㎥容器に調整器を

取り付ける際、パッキンが入

らず大きさの似たゴムパッ

キンにシリコングリスを塗

布して取り付け、容器バルブ

を開いたところ、酸素が吹き

出し火花が散った。バルブを

閉めると数秒後に消えた。現

場を確認したところ圧力調

整器に穴が開いていた。作業

員1名が左手の甲に火傷を負

った。 

０ ０ １ 

油脂類厳禁の酸素

ガス消費設備に誤

ってシリコングリ

ス（油脂類）を使

用したため。 

液化石油

ガス 
R5.6.23 越前町 

バルクローリーへの払い出

し作業を行った後、充填所内

で容器への充填作業を行っ

ていた作業員がローリーホ

ース付近で何らかの音を聞

いた。現場を確認したところ

ローリーホースに一部亀裂

が入っている事が判明した。 

０ ０ ０ 

バルクローリーへ

の払い出し後のロ

ーリーホース内の

液が温度上昇によ

り液封状態とな

り、ホース劣化部

に亀裂が入り裂け

たため。 

アセチレ

ン・酸素 
R5.7.13 大野市 

大雨による増水でアセチレ

ンガス6本、酸素ガス8本の

容器が流された。 

０ ０ ０ 大雨による増水 

酸素 R5.8.29 敦賀市 

巡回点検時に、空気分離装置

保冷槽下部より冷気が出て

いる事から、液酸素漏れと推

定し空気分離装置を停止し

た。内部機器、配管系統での

漏えいチェックを実施。液酸

素ポンプから主凝縮器系統

の保冷槽貫通部にある、スタ

ブエンドつば部に亀裂を確

認した。 

０ ０ ０ 

熱収縮による応力

が保冷槽貫通部に

集中した事で、ス

タブエンドつば部

に亀裂をもたらし

た。 
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酸素 
R5.11.1

0 
鯖江市 

液化酸素製造設備の周囲を

清掃していたところ、ＬＧＣ

充填架台の安全弁放出管を

誤って踏んでしまったため、

放出管と一緒に安全弁が引

っ張られ、安全弁と安全弁元

弁のろう付け部分が破断し

て酸素ガスが噴出した。 

０ ０ ０ 

誤って安全弁放出

管を踏んだことが

起点となり、放出

管と一緒に安全弁

引っ張られたこと

原因で、安全弁と

安全弁元弁のろ 

う付け部分が破断

した。 

アセチレ

ン・酸素 

R5.12.1

1 
大野市 

大雨による川の増水により、

仮締切（土嚢）が全て流され、

ボンベも流出した。 

０ ０ ０ 大雨による増水 

 

第１０表 令和５年液化石油ガス事故発生状況 

 

事  故 

発生日   

事故発生 

市町 
事故の概況 

人的被害 

原 因 死

者 

重

傷 

軽

傷 

R5.3.10 若狭町 
ガス使用機器が破損し、漏えいし

たガスが引火、爆発した。 
０ ０ １ 

消費者の機器取扱い

ミス、事業者の点検

の不備 

R5.3.16 あわら市 
消費者発注の工事業者が埋設ガス

管を破損しガスが漏えいした。 
０ ０ ０ 

消費者からガス事業

者に工事を行う旨の

事前通報がなかっ

た。 

R5.7.16 越前市 

ガス管破損により漏えいしたガス

が、コンロ使用時に引火し、消費

者が重傷を負った。 

０ １ ０ 
事業者のガス管取り

付けの不備 

R5.10.28 福井市 

過度な外的圧力により可とう式埋

設配管が変形しガスが漏えい、そ

こに落雷があり発火した。 

０ ０ ０ 

過度な外的圧力によ

る可とう式埋設配管

の変形 

R5.12.18 坂井市 
消費者発注の工事業者が埋設ガス

管を破損しガスが漏えいした。 
０ ０ ０ 

消費者からガス事業

者に工事を行う旨の

事前通報がなかっ

た。 
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第２章 火 薬 類 保 安         

 

概況 

 火薬類は、土木、採石、鉱山等の事業に使用されているほか、身近なものではが

ん具煙火にいたるまで様々な種類があり、多岐にわたって利用されている。 

 しかし、その取扱いによっては大事故につながる恐れがあり、製造から消費に

いたるまで厳しく規制を行うなど、安全性の確保が強く要求されている。 

 本県においては、県公安委員会との密接な連携のもとに立入検査による法の厳

格かつ適切な運用を図るとともに、取り扱う者自らによる自主保安体制づくりが、

事故予防上重要であることから、危害予防週間を通じ保安意識の啓蒙と普及に努

めている。 

 また、許認可については、県では消防保安課の他、奥越農林総合事務所、嶺南

振興局で行っているが、煙火および空包の許可については、平成８年度から県内

各市町（消防本部）で行っている。 

 

 

第１表 火薬類関係事業所等数 

 
令和６年３月３１日現在 

（単位：件） 

販 売 業 者      

火薬・爆薬および火工品 ８ 

競 技 用 紙 雷 管            ２８ 

合     計 ３６ 

火 薬 庫 

１ 級 火 薬 庫            １３ 

 ２    〃 ０ 

 ３    〃 ２ 

 煙 火  〃 ５ 

  実 包  〃 １ 

合  計 ２１ 

庫外貯蔵所 

販 売 業 者 所 有 １３ 

そ の 他 所 有 ９ 

合  計 ２２ 
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第２表 銃砲関係事業所数 

業    種 事業所数 

販 売                 １ 

製造（修理・改造のみ）および販売 ３ 

計 ４ 

 

第３表 火薬類（爆薬）の消費量の推移              

  （単位：ｔ） 

業種 

年度 
鉱山 石灰石 土木 採(砕)石 その他 合計 

平成２９ ９ ３ ６９４ ８６ １ ７９３ 

３０ １２ ４ ８０３ １５２ ０ ９７１ 

令和元 １ ０ １５６ ８３ ０ ２４０ 

２ １ ０ ４６ １５９ ０ ２０６ 

３ ０ ０ ８５ １０４ ０ １８９ 

４ ０ ０ １４５ ６９ ０ ２１４ 

５ ０ ０ ４８ ７７ ０ １２５ 

 

第４表 火薬類取扱および丙種火薬類製造保安責任者試験実施状況 

種  別 出願者数(人) 
受験者数（人) 

(Ａ) 

合格者(人) 

(Ｂ) 

合格率(％) 

(Ｂ/Ａ) 

甲  種 ４８ ４２ ２４ ５７．１ 

乙  種 ６ ６ ２ ３３．３ 

丙  種 ０ ０ ０       ０．０ 

計 ５４ ４８ ２６ ５４．２ 

 会場：９月３日（日）福井県自治会館 

 

第５表 令和５年度火薬類保安講習関係講習会実施状況 

講 習 会 名 回 数（回） 受講者数（人） 

火薬類取扱者再教育・保安教育講習会 ８ ２８０ 

火薬類取扱保安責任者養成講習会 １ １３ 

煙 火 消 費 保 安 講 習 会 １ １０４ 
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第６表 令和５年度火薬類許可申請等の状況 

（１）県許可申請等 

区  分 種     別 件 数（件） 

消
防
保
安
課 

譲  受 

火工品のみ ０ 

25kg以下 ２ 

上 記 以 外      １６ 

譲 渡            ２ 

火 薬 庫 設 置            ０ 

火 薬 庫 変 更            ０ 

火薬庫完成検査（設置） ０ 

   〃   （変更） ０ 

火 薬 庫 保 安 検 査            ９ 

免 状 交 付            ２６ 

免 状 再 交 付            ５ 

販 売 営 業            １ 

計 ６１ 

総
合
事
務
所 

奥

越

農

林

 
 
 
 
 

 

譲  受 

火工品のみ ０ 

25kg以下 ０ 

上 記 以 外      １３ 

譲 渡            ４ 

計 １７ 

企
画
振
興
室 

若
狭 

嶺
南
振
興
局 

譲  受 

火工品のみ ０ 

25kg以下 ０ 

上 記 以 外      ３ 

譲 渡            ０ 

計 ３ 

企
画
振
興
室 

二
州 

嶺
南
振
興
局 

譲  受 

火工品のみ １ 

25kg以下 ０ 

上 記 以 外      ３ 

譲 渡            ０ 

計 ４ 

合           計 ８５ 

 

（２）市町許可申請等 

区分 

消防本部名 

種   別 
件   数 

煙火消費 空包譲受 空包譲渡 

福    井    市 １５ ０ ０ １５ 

大    野    市 ３ ０ ０ ３ 

勝    山    市 ４ ０ ０ ４ 

永 平 寺 町 １ ０ ０ １ 

嶺 北 消 防 組 合 ５ ０ ０ ５ 

鯖 江 ・ 丹 生 消 防 組 合 ５ ０ ０ ５ 

南 越 消 防 組 合 １２ ０ ０ １２ 

敦 賀 美 方 消 防 組 合 ６ ０ ０ ６ 

若 狭 消 防 組 合 ９ ０ ０ ９ 

計 ６０ ０ ０ ６０ 
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第７表 令和５年度事故発生状況 

 

発生日 発生場所 区分 状況 被害 原因 

なし      
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